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ガ行鼻音保持の傾向性と含意尺度

　　　一札幌市民調査の事例から一
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　　　　　　Japanese　and　lmplicational　Scaling　：　A　Case　Study
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要旨：無作為に抽出された杜蝿市民332名について，ガ行鼻音がどのような傾向性

をもって保持されているのかを明らかにし，そこに関与している諸要因を指摘す

る。さらに，ガ行鼻音を保持する個人を，真性保持畜と疑似性保持者とに分け，

疑似性保持者によるガ行鼻音の保持が，語の性質の違いによる～定の傾向性，す

なわち一種の含意尺度（ilnplicational　scale）に従っているという仮説を提示す

る。

キーワード：ガ行轟音，真性が行鼻音保持者，疑似性が行鼻音保持者，発話スタ

イル，言語変化，含意尺度，札饒市

Abstract　：　ln　Sapporo　city　332　random－sampled　inhabitants　were　inter－

viewed　to　investigate　how　many　of　them　used　the　nasal　allophone　of　／g／　in

Japanese　and　in　what　eonditions，　linguistic　and　extra－Hnguistic，　it　actually

appeared　in　their　speech．　ln　the　present　study　1　argue　that　the　velar　nasal

speakers　should　be　further　subdivided　into　two　groups，　that　is，　the　consist－

ent　velar　nasal　group　and　the　inconsistent　’velar　nasal　one．　1　’also　propose　a

hypothesis　that　the　distribution　of　the　velar　nasal　consonant　iR　the　speech　of

the　inconsistent　velar　nasal　speakers　can　be　best　explained　by　implicational

scaling　of　the　linguistic　factors　involved．

Key　words　：　nasal　allophone　of　／gf　in　Japanese，　consistent　velar　nasal

speaker，　inconsistent　velar　nasal　speaker，　speech　style，　language　change，

implicational　scale，　Sapporo　city
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1．　はじめに

　個人についてしばしばガ行鼻音をもつとかもたないとか話題になるが，例

えば，ある入がある発話のなかで「鏡」r考える」といった単語のガ行子音

を鼻音で発音したとして，そのことはその人がガ行鼻音をもつ話者であるこ

とを，はたしてどの程度まで保証するのであろうか。

　本来きわめて素朴であるはずのこの設問は，財本語音声の研究者の立場か

らすると，どのような項屠をどのような方法で調査すれば，ガ行鼻音保持の

実態を最も正確に把握することができるのか，という重大な問題を提起する

ことになる。

　東京をはじめとして，ガ行鼻音は各地で衰退の傾向にあるといわれるが，

消失するにしても一時にそれが達成されるわけではなく，ある一定の傾向に

したがって徐々に進行しているらしいことは，近年のいくつかの報告が教え

るところである蓉D

　本稿では，まず，これらの報告に新たに札幌市罠の事例を追加し，ガ行鼻

音がどのような傾向性をもって保持されているのかを明らかにする。次に，

そのような傾向性がどのような一般的な原理に支配されているのか，様々な

観点から要閃を検討したうえで，含意尺度（implicationa王scale）にもと

つく一つのモデルを仮説として提示する酔

2．分析対象とするデータの収集・作成

2．1．　札幌市民調査

　調査は，1987年度に国立国語研究所員を中心とする血忌グループによって，

大規模な社会言語学的調査の一部として実施された。二段階の無作為抽壌に

よる札幌市民500名のうち，面接調査によ：って332名（男157名，女175名，

生年1918～72年）から，藩論のガ行鼻音の分析に必要な情報の完備した音声

録音資料を得た。インフォーマント数が十分に多く，しかもその属性が詳し

く調査されていることが，分析に際して有利な点である鯉
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2．2．　インフォーマントの属性構成

　調査は，個別面接調査と郵送留置アンケート調査の併用方式で実施され，

有効圏答者の総数は351名（7e．　2％）であった。薗接調査は原則としてその

一部始終が録音されているが，ここでは計量的な処理の都合上，ガ行鼻音の

分析に必要な情報がすべて揃っていることを条件にしたため，調査もれや読

み誤りなどが含まれている19名分を除いて，残った332名を分析対象とする

ことにした。インフt一マントの属性構成を，男女別，年齢願別に示すと表

肇のようになる。

　また，いわゆる言語形成期（ここでは5歳から15歳までの期間）をどこで

最も長く過したかという観点から，全体を①札蝿市内（112名），②北海道

内（177名），③その他（43名）の三群に分け，男女騎，年齢層別に示した

のが表2である。それぞれについて，①／②／③という順で人数を示す。

　　　［表1　インフrk　一マントの属性構成（1987無現在）］

　　　匝理　　函　　囮　　囲　　囮
　　　15～19歳　20～29歳　30～39歳　40～49歳　50～59歳

（生年’72～58年　6？～58年　57～48年　4？～38年　37～28年

男　　　　　 18　　　　　　　37　　　　　　　26　　　　　　　29　　　　　　　30

女19　33　42 37　26
言十　　　　　 37　　　　　　　70　　　　　　　68　　　　　　　66　　　　　　　56

囲　　計
60～69歳

27～18無）

　17　157
　18　175
　35　332

男
女
計

囮
15／　3／　0

12／　4／　3

27／　7／　3

［表2　言語形成期と属性構成］

　　　南北　　囲
　　18／15／　4　7／16／　3

　　13／18／　2　le／29／　3

　　31／33／　6　17／45／　6

囮
9／17／　3

8／22／　7

17／39／le

囲
7／18／　5

8／13／　5

15／31／le

囲　　計
3／10／　4　59／　79／19

2／12／　4　53／　98／24

5／22／　8　llZ／177／43
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　ここで①の札幌甫内を「生え抜き」とみなすことにすると，インフォーマ

ント全体に占める「札蝿生え抜き」の割合は33．7％となる。札幌以外の「道

内出身者」は§3．3％，「その他出身者」は13％であるから，およそインフォー

マントの3人に1人が「生え抜き」で，2人に1人が「道内出身者」という

ことになる。

　fインフォーマント全体」「生え抜き」「道内出身者」ごとに各年齢層の占

める割合を示したのがpa　1である。　C全体」はほぼ均等な年齢層構成を示し

ているが，「生え抜き」では10代と20代とで5翻を超え，低年齢層の比重が

かなり大きい。一方，　「道内出身者」は「全体」とよく似た構成ではあるが，

10代だけが極端に少ない。これは，10代の大半が上兵的に移動することの少

ない高校生で占められていること（例えば，10代の「生え抜き」27名のうち

23名は高校在学中）の反映であろう。

　年齢層ごとにr生え抜き」「道内出身者」「その他即身者」の割合を示した

のが，図2である。年齢が上がるとともに「生え抜き」の高富が低下し，30

代～50代では四人に1入程度，60代では7人に1人程度であることが分かる。

全　　体

生え抜き

道内出身

●・●6P㍑”・○●　儲，・曾

啄、α．●・、、・●o・　脚●

麟陵瞬鰻：“：・・

門門魏i：三：：i

代
代
代
代
代
代

◎
0
0
0
0
0

1
2
3
4
5
6

□
圏
圏
菌
圏
圏

図1　言語形成期居住地別の年齢亭亭成
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10代

20代

30代
40代

｛

50代［＝＝コ懸樋鑛鑛鑛嚢魔羅

□札幌
圏道内
躍その他

60代
図2　無齢層Sll　l：みた言語形成期居住地

2．3．　ガ行鼻音項目の内容

　分析の対象とするガ行鼻音のデータは2種類あり，便宜的にA群，B群と

呼ぶ。このA，Bの呼称には，単なる名札以上の特別の意味はない。

　A群は，いわば本来のガ行鼻音項匿で，今圏の調査で当初からガ行鼻音の

ための詠口として用意されていたものである。但し，「釘（クギ）」「中学

（チューガク）」「道具（ドーグ）」の3語（項目）のみで数は少ない。

　A群の調査法は，一語ずつ漢字で書かれたカードを示し，「普段の調子で」

と前置きしたうえで読ませるものである。インフォーマントの状態によって

は，例えばf金槌で頭をたたくもの」などと「なぞなぞ式」を併用した場合

もある。このように，A群はr単語単独の読みのスタイル」ということがで

きる。

　B群は，もともとアクセント調査項隠であったものを，ガ行鼻音項思とし

て再利用したものである。アクセントの調査は，当該の単語が含まれる短文

を示し，「普段の調子で」と前置きしたうえで読ませる方法をとった。例え

ばf畑」という語のアクセントは，　r畑をたがやす」のような短文のかたち

で調査したわけであるが，これによって実は「たがやす」という語のガ行子

音も同時に調査していたことになる。筆者は，叢叢調査のアクセント項目の

録音テープ聴き取りを分担し，その際に隅じ短文中に現われたガ行子音を全

てチェックすることができた。B群のデータはこのようにして得られたので，

一　17e　一



r短文の読みのスタイル」ということができる。

　B群の語（計8語，のべ26項目）をガ行子音の幽現環境によって分類し，

読み上げ短文を添えて表3に示す。

　　　　タガヤス（田をたがやす，畑をたがやす，鍬でたがやす），

　　　　　　　　　　　　　　コガタナ（小刀で切る），

　　　　　　　　　　　　　　　オルガン（オルガンをひく）

　　　　オヨグ（鯨が泳ぐ），ドングリ（どんぐりを拾う）

B　一・2格助詞「ガ」（17項目）

　Nセナか（榊が痛い），スガP一（姿槻えない），クジラ《鯨が

　　　　泳ぐ），クマー（熊が出る），ゲンシャー（電車が来る）

　匿］　イロー（色が赤い，色が黒かった），アシオF一（足音が聞こえる），

　　　　ココー（ここが勝負の分かれ目だ）

　匠ヨ　　ピ（臼がのぼる），ッッジー（っつじが挫く），カミナリー（霊が落

　　　　ちる〉，アツマt）　一“（会費の集まりがわるい〉

　囲カラX一（鳥が鳴く）
　［i］スズランー（すずらんが咲く〉，サトーサンー（佐藤さんが来た），

　　　　ニエンー（2円がおつりです）

　　　［表3　B群の語のガ行子音の出現環境］

B－1　自立語（7語9項目）

　囲　　＿
　　　　ナガス（涙をながす），

　　　　スガタ（姿が見えない〉，

2．4．録音資料の聴き取りの悶題

　A群のガ行鼻音については，本来の音韻項目ということで，尾崎（1991）

ですでに報告がなされている。録音テープ聴き取りの損三者は尾崎氏であっ

た。本稿でも当初はそのデータにしたがうことを考えたが，B群と対比させ

るうえで聴き取りの「耳」は一つの方がよいと判断し，筆者が新たに聴き取

りをした。

　結果として，尾崎町の聴き取りとの食い違いはわずかであったが，筆者の

方がやや鼻音として聴き取りやすい傾向があるかもしれない。これには，尾

崎氏が鼻音地域（長野県上田市）の出身，筆者が非鼻音地域（新潟累柏崎市）

の出身ということが影響した可能性がある塑
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　A群，B群ともに，一口にガ行鼻音といっても実際の発音はさまざまであ

り，さらに録音状態の善し悪しも加わって，鼻音と確信のもてるものもあれ

ば，あまり自信のないものもある。元のデータでは，その区溺を残すために，

鼻音と非鼻音とに強いて2分せず，①確かに鼻音，②どちらかといえば鼻音，

③どちらかといえば非鼻音，④確かに非鼻音のように4段階で記録してある。

本稿では，この問題に立ち入る余裕がないので，①と②を鼻音，③と④を非

鼻音として処理した。

3．　ガ行鼻音の出現状況とその外析

3．1．A群の結累と分析

　尾崎（1991）の報告によれば，札引物では若年層ほど鼻音の割合が少なく

なり，ガ行鼻音が衰退の方向に向かっているのは明らかである。このことを

前提として，以下の話を進めることにする。

　A群の3語について，それぞれインフォーマントの「全体」と「生え抜き」

に分けてガ行鼻音の保持率を示したのが，図3である。

　3語の平均は，「金肥」32．1％，r生え抜き」18．2％と，かなりの開きが

ある。これとほぼ同様の較差は，3語に共通してみられる。「釘jr中学」

「道具」の順にガ行鼻音の保持率が下がっていくが，これを語種と音韻環境

の爾からみると，衷4のようになる。

　Z　　　　　　　　　　口全体
　　　　　　　　　　國生えぬき
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図3　A群のガ行轟音保持率
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　ガ行鼻音の保持（裏を返せば消失）に語種という要困が強く関与している

ことは，永田（1987），日比谷（1988）ですでに指摘されている。すなわち，

保持率の高さで言うと，「和語〉漢語〉外来論の順になるということであ

る。東京の調査で上躯されたこの傾向は，どうやら札幌にもあてはまりそう

である。

　また，同じ漢語の「中学」＞r道具」という対比から，ガ行拍の母音の広

狭も保持率に関係がありそうで，「広母音〉狭母音2という傾向が指摘でき

る。しかし，「釘」〉「中学」という対比（こちらはヂ狭母音〉広母音」）

がもう一方にあることを考え合わせると，語種と愚音の広狭とでは，語種の

方が保持率の高さにより関与的と言えそうである。

　なお，以上にみた傾向は，あくまでも少数例からの見通しにすぎないこと

を断っておきたいtl15＞

3．2．　B群の結果と賢聖

　ところで，3。1．で得られたA群の3語に関する情報が，　「札幌市における

ガ行鼻音の保持」の状況について，一体どんな情報をどれだけの確かさで提

供しているのか，実のところはよく分からない。したがって，例えば「全体」

で32．1％，「生え抜き」で18．2％という3語平均の数字を，そのまま札幌市

のガ行鼻音保持率として一人歩きさせるのは非常に危険である。A群の3語

は，もともと富良野市との比較のために，その指標として設定された音韻項

欝にすぎないからである塑

　そこで，ここでは，A群の情報にB群という別種の「物差し」を当てるこ

とによって，～種の評価を試みることにしたい。表3のB－1（自立語）と

B－2（格助詞「が」）の早筆（項冒）を，インフォーマント「全体」のガ行

鼻音保持率の高い順に，　「生え抜き」と対比させながら配列したのが，図4

と図5である。
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　B－1の乎均はr全体344．5％，「生え抜き」28．9％，B－2の平均は，「全

体」51．7％，「生え抜き」34．1％である。二つをまとめたB群の平均はr全

体」49．2％，「生え抜き」32．3％で，A群よりもかなり高い保持率を示して

いることが分かる◎

　この較差には，個人のレベルにおける発話のスタイル差が関与している可

能性がある。しかし，集団全体としてみれば，A群の「クギ」とB群の「オ

ヨグ」（いずれも和語でガ行柏が狭母音）が近い値を示すことから，スタイ

ル差を無視して，B群とA群をこのまま一緒に連結して分析を試みることに

する。

　B群の中でも，B－2格助調「が」（図5）の保持率が平均して高いのが脚

立っ。隅じ夢が」でも，葡接拍に鼻音を含む「佐藤サン」「クマ」「2エン」

「スズラン」が上位を占める。前接着が簸音の場合は当然として，　fkuma」

のように母音を挟んで先行する鼻子音が関与的であることが注蔭される。こ

れは，B4（図4）の「nagasu（流す）」にも言えることである。また，

前接拍に鼻音を含むrドングリ」の保持率がやや低めなのは，ガ行拍が狭骨

音であることが影響していると考えられる。

　以上を概観して，語種の面からみると，和語の保持率が漢語，外来語より

高いことは確かなようである。しかし，漢語と外来語の間については，語数

が少ないので何とも書えない。

3．3．　A群とB群との対比

　3．2．では，項鼠数不足や音韻環境の種類の不十分さを承知のうえで，あえ

てA群とB群とに差が生じた原臨を言語内的要因に求めてみた。ここでは単

語外的要因として年齢差に注冒し，スタイル差も考慮する。A群とB群とを

対比させ，年齢圏劉に保持率を示したのが，図6（全体），図7（生え抜き）

である。

　大きく捉えれば，ほぼ中間の年齢魍・保持率のあたりで，A群とB群との

差が大きくなっているようにみえる。A群とB群との差が大きいということ
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は，それだけガ行鼻音の保持に関して，スタイル差も含め，多様な振舞いを

みせる個人が含まれていることを予想させる。完全な保持者，あるいは非保

持者のグループであれば，このような差は生じえないであろう。

　A群3項目のうちいくつ鼻音をもつかで，インフォーマントを「0，1，

2，3」の4グループに分け，さらにそれぞれがB群26項目についてどれく

らい鼻音をもつか，26項冒を5区間に分けて所属人数の割合を示したのが，

図8である芽7）

　　　　　　　　　5日g loax
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図8　A群の得点からみたB群の得点分布

　「全体」ではB群の5区聞の割舎がほぼ等分になっているが，0から3へ

と順に各グループの割合をみてゆくと，　「26」とr25～21」の区間の占有率

が急激に伸びてゆく様子が分かる。このように，A群とB群の値には，やは

り正の相関関係を認めることができる。また，特に注意をひかれるのは，A

群ではか行鼻音が全く現われなかった（つまり0点の）人でも，そのうちの

約7割にはB群の方に1圃以上のガ行鼻音が現われているという点である。

　今園の調査項臼の範囲内で，A群B群ともに0点，つまり完全な諜鼻音話

者は59名，反対に，ともに満点の鼻音話者は45名であった。それ以外の228

名は，多かれ少なかれ鼻音と弄鼻音とを混在させていた話者ということにな

る（詳細は，本稿の末尾の別表を参照）。
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4．個人レベルにおけるガ行鼻音の保持

4．1．　ガ行鼻音保持の段階性

　前節では，札続市民を社会集団の側面から捉え，集団のレベルでガ行鼻音

がどのように保持されているのか，そこにはどんな要因が関与しているのか，

簡単な観察と分析を試みた。一一・fi，社会集闘を構成する個人のレベルでみる

と，現実には「完全な鼻音話者」「鼻音と非鼻音とを混在させている話者」

「完全な非鼻音話者」の三者が存在していることも確かである。そして，こ

のことは，「ガ行鼻音をもつ」といってもいくつかの段階があって，それら

を区別する必要があることを示唆している。

　ここでは，ガ行鼻音の保持という観点から，話者を次のように呼び分けて

捉えることにする。

　　　購縢欝欝：：：：：：蕪蒼灘簾欝灘）

　
　
｛

　　　　　　　　　　　　　　　　者（・：不安定な保持者）

　　　非保持者…………………………完全な非鼻音話者

　ガ行鼻音の保持にかかわる様々な問題点のうち，これは「人によって保持

のしかたが違う」という側面から捉えた分類の一つである。ここで「真性保

持者」は安定した保持者，　「疑似性保持者」は不安定な保持者と言い換える

こともできる。

　ガ行鼻音の保持のしかたが安定しているということは，具体的に言うと，

個々の発話の際の個別的な無条件に左右されることがないということである。

反対に不安定であるということは，そのような諸条件に左右されやすいとい

うことを意味する。このような諸条件のうちの代表的なものが，すでに前節

でふれた語種や音韻環境，そして発話のスタイルといった諸要因であること

は言うまでもない。

4．2．　ガ行轟音保持にかかわる問題点

　ここで，ガ行鼻音の保持に関与すると考えられる諸要因を，もう少し一般
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的な見地から整理しておきたい。問題は大きく分けて，次の四つの側面から

論じることができる。すなわち，ガ行鼻音は，

　（1）語によって保持のされやすさが違う。

　（2）人によって保持のしかたが違う。

　（3）発謡のスタイルによって現われやすさが違う。

　（4）地域（と時代）によって現われることの意味が違う。

ということである。

　（1）は，いわゆる言語内的要困にかかわることで，個々の語がどのよう

な語彙的特徴を有し，どのような形でガ行音を含みもっか，といった点が問

題となる。具体的には，語種（和語，漢語，外来語）による違い，語構成

（単純語，合成語）による違い，文法機能（例えば格助詞の肋㌔と接続助

認の「が」）による違い，さらに語形，すなわち音韻環境（ガ行拍の母音の

広狭，前接拍の鼻音性の有無など）による違いなど，いろいろな条件の影響

を考慮しなければならない。

　（2）は，すでに述べたように，話者の個人的な特徴にかかわる問題であ

る。具体的には，年齢，性別，言語形成期の居住地，外翼歴，職業，学歴，

その他の様々な生得的・社会的属性との関連性を考慮することになる。

　（3）は，具体的な場面のなかで，結果的に一定の傾向をもって話者が選

択していると考えられる「発話の調子」にかかわる問題である。言語調査に

即した場面でいうと，例えば，①自然談話，②文章朗読，③短文の読み上げ，

④なぞなぞ式質問への園答，⑥単語ijストの読み上げでは，それぞれガ行鼻

音の現われ方に違いが現われる。そして，その違いには，議者の意識が発話

内容に向かいやすいか，それとも発議形式に向いやすいかという「意識の方

向性」が影響しているものと考えられる。例えば①の自然談謡では，発話内

容に夢申になりやすいので，発話形式の方はおろそかになり発音面のコント

W一ルがききにくくなるが，反対に，⑤の単語リストの読み上げでは，発話

形式に十分に注意を集中する余裕があるので，コントロールされた発音にな

りやすいと言えよう。
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　（4）は，当該の地域が，本来の「ガ行鼻音地域」であるのか，それとも

本来は「非が行鼻音地域」であるのか，という点にかかわることである。ガ

行鼻音地域であれば，それまで伝承されてきたか行鼻音の「消失過程」にお

ける保持状況を扱うことになり，非が行鼻音地域であれば，新たに何らかの

事情で発生しつつあるガ行鼻音の「獲得過程」における保持状況を扱うこと

になる。なお，本来はガ行鼻音地域であっても，一度完全に消失してしまっ

たあとの時代となれば，非が行鼻音地域として扱わざるをえない醐

4．3．ガ行鼻音保持の傾向牲に関する仮説

　4．2．で述べた（1）（2）（3）（4）の各項に配慮しながら，ここでは「ガ行鼻

音の保持のしかたには一定の傾向性がある」という仮説を提示する。すなわ

ち，

　　本来のガ行鼻音地域において，発話のスタイルが一定であるとき，疑似

　　性が行鼻音保持者は，語の性質の違いによる一定の傾向性にしたがって，

　　ガ行鼻音をもちいる。

ということである。そして，ここで「一一定の傾向性」というのは，以下にの

べるような，いわゆる「含意尺度（implicatio漁al　scale）」にしたがって

いるものと予想される。

保
持
率

A
牽
十
十
牽
十

A　B　C　D　E

C
十
十

D
十
十

残性保儲

i）　fewlPltth］　｛Rtsg

　非保持者

図9 図10
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　この仮説では，ある集圃において，図9の模式的なグラフのようなかたち

で，ABCDEという語のガ行鼻音が保持されているときに，それを図10の

ような個人レベルの保持状況の反映として解釈する。図10では，全部プラス

が真性保持者，全部マイナスが非保持者を表わし，その中間に何段階かの疑

似性保持者が存在している。「含意」というのは，例えば，ある人がDとい

う語で鼻音をもっていれば，そのことがC，B，　Aという語においても鼻音

をもつことを暗に示している（すなわち含意している）ことをさす。したがっ

て，「含意尺度」というのは，このような含意の序列（E＞D＞C＞B＞A）

を黛盛った物差しということになる。

4．4．　札饒市民調査のデータによる検証事例

　4．3．で述べた含意尺度にもとつく傾向性が，具体的にはどんなかたちで現

われてくるのか，今回の調査データから事例を示すことにする。

　図11に示した六つのグラフは，3．2．で扱ったB群26項陰のデータを再整理

したものである。　左ページの図11－1－a，図11－1－b，翻11÷cは，B－1

（自立語）9項目，右ページの図11－2一　a，図11－2－b，図11－2－cは，B－2

（格助詞の「が」）17項目のグラフである。縦方向の配置は，まず，B群26

項目が全部鼻音の人と，反対に全部非鼻音の人を除いて，残りの人を便宜的

に，26項目のうち，　（a）f25から21」項目まで鼻音のグループ，　（b）f20

から6」項目まで鼻音のグループ，　（c）「5からIJ項目まで鼻音のグループ

に分けて，上中丁3段に示したものである。個々のグラフは，左側に鼻音の

割合を，右側に非鼻音の割合を示しているので，左右の棒の伸び具合から鼻

音と非鼻音の勢力関係を読み取ることができる。

　上段の（a）「25から21」項目まで鼻音のグループのグラフをみると，「オ

ルガン」ヂオヨグ」のような語が先行するかたちで，非鼻音に移ってゆく様

子が明らかに読み取れる。また，反対に，下段の（c）「5から1」項贋まで

鼻音のグループのグラフから，前接拍に鼻音をもつ場合には，しぶとく鼻音

が保持されることも分かる。中段の（b）「20から6」項目まで鼻音のグルー
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プのグラフは，インフォーマント全体にみられる変化の傾向を，やや誇張し

たかたちで示していると思われる。
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　次に，ge12に示す二つのグラフは，図11とは少し違う角度から捉えたもの

である。図12－1は，B－1（尉面語）9項霞，図12－2は，　B－2（格助詞「が」）

17項暇のグラフである。二つのグラフの左側は，すでにみたガ行鼻音の保持

率そのものを示している。右側はその富豪が鼻音である人のグループについ

てみた場合，26項冒全体ではどれくらいを鼻音で発音しているか，その数値

を26点満点で示したものである。

　例えば，図12－1で，「オルガン」の「ガ」を鼻音で発音する人は，24。83

という最高得点を示しているが，このことは，いわば「オルガン」ほどの語

で鼻音をもつ人は，それ以外の語では糊詣に高い確率で鼻音を保持している

ことを示唆していると解釈することができる。同様の見方で全体を概観して

みると，保持率と得点とが，ほぼ負の相関関係にあることが見て取れる。す

なわち，これが「含意尺度」の一つの現われに他ならない。図12の凡例に，

あえて「含意度」と書いたのはζのような理由によるぎ9）

　このようにして，ある個人を問題とする場合，集隙として網対的に保持率

の低い語（「オルガン」の場合は，おそらく外来語という語種の要霞がこれ

に関与的）で鼻音を保持していれば，それより保持率の高い語における鼻音

性はすでに前提とされている，という仮説を導くことができよう。この仮説

は，例えば，個人レベルでのガ行鼻音の保持状況を，比較的限られたデータ

から予測しなければならないときなどに，まず参照すべきものと考えられる。

5．　おわりに

　本稿の分析によって，札幌市民という社会集繊全体をみれば，語による違

いはあるものの，ガ行鼻音はまだかなり保持されていることが明らかになっ

た。しかし，若年層を中心とする生え抜きでの衰退傾向は著しく，長期的に

は消失に向かうこともまた確かなようである。倶し，道内をはじめとして他

地域からのガ行鼻音保持者の流入も十分目考えられるので，ただちに消失す

るとは思われない。

　一方，個人のレベルでみると，「ガ行鼻音をもつ」ということにも段階が
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あり，いわば「真牲」のガ行鼻音保持者から，「疑似性」の保持者を経て，

完全な非保持者へと連続的に移行していくことも明らかになった。疑似性の

保持者は移行期（不安定期）に特徴的なグループであろうが，でたらめにガ

行鼻音を保持しているわけではなく，いわゆる含意尺度にそった一定の傾向

姓にしたがって保持しているものと推定される。従来の報告からみて，おそ

らく東京でも事情は同じであろう。札帳市民調査のデータをさらに詳細に分

析するとともに，全国各地で検証してみたい仮説である（高村（1993）も参

照）。

　本稿では，具体的な尺度を提示するには至らなかったが，全国各地でさら

に詳しい調査を進めることによって，言語内的要因問にみられる相対的な序

列が一般的傾向として明らかになり，しだいに尺度的なものに近づいてゆく

はずである。また，直接的にはこのような方向をE指さないにしても，今後

が行鼻音調査を設計する際には，すでに述べたような尺度への配慮が不可欠

になるだろうと思われる。

　最：後に，本稿で使った調査データは，インフォーマントの条件（数属性

など）は整っているが，調査項§の不足・不十分さはやはり否めない。もと

の調査の目的からして，これは致し方のないことであった。しかし，アクセ

ント項瞬のための録音資料を再利用することによって，B群のデータを新た

に作成・分析し，A群のデータだけでは決して見えてこなかった側面を照ら

し出すことができたと思う。既存の調査資料を鴉の角度から再利用すること

は，もっと試みられていいのではなかろうか。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　注

1）　永田高志（1987），巳比谷潤子（1988）を参照。

2）　倉意尺度（implicationa1　scale）1こよる書語変異の説明に関する議論につ

　いては，Chambers　and　Trudgi11（1980）の第9章を参照。

3）　調査は，1987年度文部省科学研究費補助金（総合研究（A））の交付を受け

　て，研究課題名「北海道における共通語化および言語生活の実態」（代表者

　瀧川清）として実施された。昏惑面接調査に参加した調査者は，江川清，野

　元菊雄，杉戸清樹，米温並人，佐藤亮一，沢木幹栄，小林隆，水野義道，小

　野米一，菅泰雄，南芳公，吉見孝爽，徳川宗賢，真照信治，語部昭平，臼向

　茂男，鈴木敏昭，菱沼透，村由畠俊，一隅泰夫，羅崎喜光，中期孝幸，金沢

　裕之，渋谷勝己，欝治弘明，恵雨正夫の26名である。

4）　騒崎氏と筆者の聴き取り上の違いは，延べ996語のうちの36語にみられた。

　内訳は，罷崎氏が非鼻音，筆者が鼻音で聴いたものが29件，尾崎氏が郵音，

　筆奢が葬鼻音で聴いたものが7件である。

5）　ここでとりあげた要國の他にも，例えば，ガ行抽に前接する音が長母音か

　　どうか，アクセントは関与的かどうかなど，検討すべき問題は残されている。

6）　札幌布民調査の前年度に，煎じ研究諜題による調査が窟良野市で実施され

　ている。都市型地域社会（糺幌）と農村型地域社会（窟良野）の共通語化・

　言語生活の実態を対比的に捉えるためである。

7）　4グル・一一プの①所属人数，②B群の平均値，③B群の中央値を，図（①，

　②，③）の形で示すと次のようになる。

　　霊　（191，6．2，2）　，　田　（39，14．1，16）　，　［錫　く25，23。2，24）　，　認　（77，25，26）

8）　感じガ行鼻音地域でも，東北地方のように「茎／kugiねと「釘／k㎏iねの

　対立があって，それぞれが「茎／kuki／」ヂ釘／kugi／」に変化する場合と，東

　京のように「釘£ku葎］」だけが「釘［kugi］」に変化する場合とを，区刷

　　して論じる必要がある（「§：」はか行鼻音の意）。また，葬が行鼻音地域にお

　けるガ行鼻音の獲得過程では，ヂ意識的なコントロールのしゃすさ」という

　条件がよりいっそう関与的にはたらくと予想される。例えば，助詞「が」の

　場合，接続助詞の方が格助詞よりも，ガ行鼻音で発音しやすい条件を整えて

　いるといえる。接続助詞の方が，その部分だけを意識化することが容易だか

　　らである。なお，Hibiya（1988）では，棄京方書における雰鼻音化の諸条件

　を焼身的に説明するために，　lsalience（際立ち）」という概念が導入され

　ているが，この概念は，ガ行鼻音の獲得過程の説明にも適用を試みるべきで

　あり，十分な検討に値すると思われる。

9）　ここでは札幌市を本来のガ行鼻音地域として扱ったが，厳密にいうと問題
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があるかもしれない。道南地方のような典型的な海岸方言地域の方が，この

ような事例砥究のフィールドとしては適していると思われる。

　　　　　　　　　　　参考文献（著春名の五十音順）

相澤正夫（ig93）鉢し幌市におけるガ行鼻音保持の一欄爾」rB本方言研究会第

　57回研究発表会発表原稿集3

尾崎喜光（1991）「発音・アクセントをめぐって」門ヒ海道における共通語化』

　（平成2年度陣立国語研究所研究発表会予稿集）

加藤正儒（1983）　「東京における年齢別音声調査」　f薪方言と立葉のSしれに関す

　る社会雷語学的研究S　（井上史雄編，昭和57年度科学研究費成果報告書）

高村恵子（1993）「栃木県鹿沼甫方言におけるガ行子音の実態一が行鼻音の消失

　傾向一jr群馬漿立女子大学国文学研究』13

永田高志（1987）「東京におけるガ行鼻濁音の消失jr言語生活選430

B比谷潤子（1988）　「バリエーション理論」f言語研究盈93（特集シンポジウム

　「縫会言語学の理論と方法」）

Chambers，J．K．　and　Trudgill，P．　（1980）　“Dialectology”Cambridge　Univer－

　sity　Press．

Hibiya，Junko　（1988）“A　Quantitative　Study　of　Tokyo　Japanese”Unpublished

　PhD．　Dissevtation，　University　of　Pennsylvania．

［樗記］

　本稿は，国立国語研究所研究部会議（1993年10月13B），および臼本方書研究

会第57回研究発表会（1993年10月29臼，於北海道大学）で行った研究発表にもと

づいている。当N，貴重なコメントをいただいた方々に感謝申し上げる。また，

末昆ながら札幌市民調査にご協力くださった皆様に，改めてお礼を申し上げる。
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別表

　以下に掲げる別表（左右見開き）の鴨方は，次の通りである。

　　（1）左ページは，窪々のインフォーマントごとに，情報を左から順に次の

　　　　ように配列する。

　　　　（a）通し番号・。

　　　　（b）インフォーマントの生年。西暦の下2桁（（19）18～72年）で表示。

　　　　（c）インフォーマントの性別。

　　　　（d）B－1群のlj　N（9項園）。配列は，332名全体の鼻音の出現率の高

　　　　　　　い順。

　　　　　　　ア＝＝「ナガス」

　　　　　　　イ＝「F“ングリ」

　　　　　　　ウ＝「タガヤス1」

　　　　　　　エ＝：「コガタナ」

　　　　　　　オ・：「スガタ」

　　　　　　　カ＝「タガヤス2」

　　　　　　　キ＝「タガヤス3」

　　　　　　　ク鵬「オヨグ3

　　　　　　　ケ＝＝「オルガン」

　　　　（e）B－1群の鼻音の合計（0～9点）。

　　　　（f）B－2群（格助詞rが」）の項臼（17項厨）。配列は，332名金体

　　　　　　　の鼻音の出現率の高い順。

　　　　　　　コ＝「サトーサン」

　　　　　　　サ：「クマ」

　　　　　　　シ；「ニエン」

　　　　　　　ス・：「スズラン」

　　　　　　　セ＝＝：「カミナリ」

　　　　　　　ソ＝＝「デンシヤ1

　　　　　　　タ＝・・「アツマリ」

　　　　　　　チ＝「イロ1」

　　　　　　　ツ＝「ココ3

　　　　　　　テ篇fイロ2」

　　　　　　　ト議「クジラ」

　　（2）右ページは，左ページに対応して，情報を左から順に次のよ：うに配列

　　　　する。

　　　　（9）通し番号。　（＝＝a）
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（h）B－2群の項饅（誓項習）のつづき。

　　ナ＝「ヒ」

　　二＝＝「ツツジ」

　　ヌ・「アシオト」

　　ネ・rセナカ」

　　ノ＝「カラス」

　　ハ＝・：「スガタ」

（i）B－2群の鼻音の合計（0～17点）。

（」）B群全体（26項厨）の鼻音の合計点。　（　・一（e）十（i），0～26

　　点）

（k）A群の項目（3項揖）。配列は，332名全体の鼻音の出現率の高い

　　順。

　　釘＝「クギS

　　学篇「チtt．一ガク」

　　具一＝　「ドーグ」

（1）A群の鼻音の合計（0～3点）。

（m）インフォーマントの出生雄。地名の表示は，次のように札幌から

　　遠くなるほど地域区分を粗くしてある。

　　　（イ）軋幌市内は「軋帳」と表示。

　　　（P）北海道内はr支庁名」で表示。細部不明の場合は

　　　　　r北海道］。

　　　（ハ）　「青森，秋田，岩手，山形，宮城，福島，薪潟」は県名

　　　　　で表示。

　　　（二）上記以外の地域区分は次の通り。

　　　　　「北関東」一栃木，茨城。

　　　　　「南関東」＝：群馬，埼玉，東京，千葉，神奈川。

　　　　　「北陸」＝富山，石燭，福井。

　　　　　「中部」認山梨，長野，岐阜，静岡，愛知。

　　　　　ド近畿」瓢三重，滋賀，京都，兵庫，奈良，和歌山，大阪。

　　　　　「中言」＝鳥取，島根，闘山，広島，山1調。

　　　　　「臨圏」嵩四国4県。

　　　　　「九州jPt九州7県，沖縄。

　　　（ホ）「その他」には，外国，曖昧な複数解答などが含まれる。

（n）インフォーマントが言語形成期（5歳から15歳までの期間）を最も

　　長く過ごした地域。地名の表示法は，（m）に岡じ。
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　　（o）インフrk・一マントの父の出身地。地名の表示法は，（m）に岡じ。

　　（P）インフォーマントの母の出身地。地名の表示法は，（m）に岡じ。

（3）　（d）（f）（h）（k）の各語における鼻音・葬鼻音の区別は，次のよ

　うに蓑示。

　　　　　　㈱＝：確かに鼻音。

　　　　　　血・一どちらかといえば鼻音。

　　　　　　△＝どちらかといえば非鼻音。

　　　　　　○＝：確かに穽鼻音。

（4）縦方向の配列は，　（a）・・（g）の通し番号の若い方から順に，次の

　ようなルールを①～③の順序でかけていった結果である。

　　①まず，（1）のB群金体の鼻音の合計点が多い順に配列。

　　②①で同点のとき，（b）のインフt一マントの生年が早い順に配列。

　　③②で岡点のとき，（1）のA群の鼻音の合計が多い順に配列。

したがって，概略，通し番号の若いインフォーマントの方が，鼻音をよく

保持していて，記号の分布模様としては黒っぽい印象を与えることになる。
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⑭
⑱
盤
⑭
㈱
⑭
⑲
⑱
働
轡
⑭
醗
⑱
翻
⑲

囎
麟
翻
⑱
㈱
㈱
⑭
⑲
㈱
働
醗
囎
⑳
⑭
㊥
劔
翻
⑲
⑳
⑰
⑱
⑭
⑭
⑭
翻
⑭
⑭
⑲
⑳
⑲
㈱
㈱
⑱
⑭
⑭
⑲
㊥
⑲
⑭
⑭
働
翻
麟
働
爾
⑭
⑳
⑱
⑳
㊥

⑨
働
⑲
働
轡
麟
⑭
盤
⑭
⑭
翻
醗
⑭
⑯
⑱
⑳
⑳
⑭
翻
麟
爾
翻
働
囎
⑱
囎
轡
⑭
⑱
噛
轡
⑳
㈱
㈱
翻
⑭
翻
麟
㊥
鯉
㈱
⑳
麟
働
翻
⑭
⑲
曲
⑱
幽

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
§
9
9
9
9
§
9
9
9
9
9
9
9
9
§
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

⑳
轡
翻
㊥
醗
⑭
㈱
⑭
翻
⑭
爾
㊥
《
魯
⑱
劔
㊥
㊥
翻
㊥
⑭
㈱
盤
㈱
醗
⑭
翻
㈱
⑱
㊥
㈱
醗
⑲
ゆ
翻
働
醗
㈱
鰯
⑱
⑯
㈱
醗
⑭
㈱
働
麟
⑱
⑱
麟

働
⑳
㈱
麟
㈱
爾
⑱
働
劔
囎
翻
㈱
働
⑲
働
⑭
働
㈱
⑲
⑭
㊥
⑱
翻
翻
醗
血
翻
働
翻
翻
⑭
翻
翻
働
㈱
轡
働
翻
幽
⑭
⑱
⑭
繭
⑭
㊥
劔
麟
㊥
⑲
麟

醗
瞳
⑭
働
劔
⑲
働
㊥
働
劔
⑭
劔
魎
翻
愈
轡
騒
劔
鯉
鰯
麟
⑭
⑭
醗
㈱
醗
噛
⑲
鋤
醗
⑲
翻
⑭
緬
麟
⑲
⑭
働
働
働
醗
⑳
劔
⑲
翻
⑭
劔
㊥
麟
轡

翻
翻
⑭
㈱
㈱
劔
幽
魯
⑭
⑭
翻
㈱
⑱
⑱
⑱
⑭
鰯
⑭
⑱
⑭
働
⑱
麟
⑳
⑭
翻
㈱
禽
㈱
⑭
⑱
㈱
㈱
㈱
翻
⑭
⑭
翻
麟
㊨
麟
⑭
⑭
⑭
爾
㈱
⑭
⑬
⑲
轡

鯉
㊥
㊥
⑭
㈱
⑳
㈱
㈱
⑱
轡
翻
醗
轡
劔
⑭
劔
働
⑭
⑭
麟
瞳
働
⑭
㈱
⑭
⑱
⑱
㈱
⑭
盤
㈱
轡
⑭
鯉
轡
⑲
⑲
⑭
働
㈱
働
⑭
⑭
翻
働
轡
麟
翻
⑭
麟

⑱
翻
麟
⑳
㈱
⑭
㈱
㊥
⑭
囎
翻
㈱
麟
鯉
囎
働
劔
鯉
紬
醗
⑭
㈱
轡
㈱
㊥
⑭
囎
⑳
⑲
翻
⑭
⑱
⑧
爾
囎
働
㊥
働
醗
⑭
㈱
⑭
翻
麟
劔
醗
働
麟
爾
醗

㊥
轡
㊥
⑲
鯉
働
㈱
醗
麟
囎
鯵
㊥
囎
爾
醗
劔
魯
劔
働
⑱
⑲
⑱
轡
㊨
働
劔
劔
㊥
翻
軸
⑭
㊥
噛
働
軸
鯉
劔
醗
⑭
⑱
鯉
働
働
⑳
囎
翻
㊥
⑭
醗
劔

翻
爾
轡
翻
劔
翻
㈱
㈱
翻
翻
㈱
麟
麟
⑲
㈱
働
⑭
㊥
⑱
⑭
働
⑲
⑱
㈱
翻
劔
⑱
⑭
醗
⑱
⑭
麟
働
麟
趣
⑲
㈱
㊥
⑭
⑭
働
醗
⑭
⑭
⑱
㊥
轡
翻
⑱
㈱

働
⑭
⑭
⑭
⑭
⑭
㊥
㊥
⑭
⑳
翻
⑲
麟
㈱
㊥
㊥
働
㈱
醗
㈱
⑳
働
囎
⑳
㈱
㈱
⑭
⑭
㈱
⑭
⑲
⑭
囎
麟
翻
⑱
⑱
⑲
⑱
⑭
⑱
⑭
㈱
劔
働
⑱
麟
⑭
麟
醗

女
女
男
女
男
女
女
女
女
女
女
女
女
男
男
男
女
男
男
男
女
男
男
女
男
女
女
男
女
女
男
男
男
女
女
女
男
男
女
女
男
女
女
男
男
男
女
男
男
男

8
8
9
1
1
1
2
2
2
3
3
3
3
3
3
4
5
7
8
2
2
2
2
4
5
6
7
7
7
7
8
8
9
ま
1
1
2
2
2
2
3
4
4
4
5
7
8
9
9
3

1
三
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
5

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5
3
6
3
7
3
8
3
9
4
0
4
1
翻
4
3
4
4
4
5
4
6
4
7
銘
4
9
5
0
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，
　
響母◎

　
○

父：ナ：二：ヌ：ネ：ノ：ハ：B2：：点：：釘：学1具：A：：出生地：彩成期：

札槻
十勝

網熊
札幌
檜山
九州

宗谷

留萌

十勝

渡遇
石狩

札饒
釧路
後志
手勝
十勝

網走
後志
後志
空知
空知
檜山
後志
十勝
渡島
空知
網走
後志

胆振
札幌
渡島

青森
札幌
櫓山

札醗

福島
後志
後志
胆振
山形

空知
根室

札幌
十勝

軋幌
檜山

九州

宗谷

留萌

根室
渡島
石狩

本L幌

釧路
後志
十勝
十勝
空知
胆振
後憲
空知
札醗
檜慮

後志
十勝

渡島
空知
網走
後志

胆振
札幌
渡島
宗谷
札幌
櫓山

札幌

福島
後志
後志
胆振
山形

空知

根室

その他由形

その他網走

薗関東南関東札蝿

南関東南関東斬潟

北陸
渡羅

青森
近畿
九州
山形

秋田

新潟

宮城
中部

無記入無記入
その億その他青森

その他空知

南関東後志

その他空知

’薪潟

北陸
石狩
福島
北陸
中部
青森
中国

北睦
由形
檜由

紙潟
福島
秋田
北陸
山形

薪潟
秋田
胆振
札幌
胆振
青森
札饒
櫓山
九州

札槻

福島
空知
鳶森
渡島
山形

青森

その他その他

北関東北関東北関東北関東

新潟
臼高

留萌
毒森
南関東
九弼
網走
秋田
札幌

青森
中部
宮城
申部

青森
無記入
北陸
後志
十勝
胆振
申部
無記入
新潟
無記入
留萌
秋田
後志
福島

渡農
秋田
山形
石狩
宗谷
石狩
網走
渡島

青森
石狩
檜山
後志
札幌

福臨
山形

後志
渡島
由形

その他

その他釧路

3
2
3
3
3
0
3
3
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
2
3
3
3
3
3
3
3
3
1
3
3
3
3
3
3
2
1
2
3
3
3
3
2
3
3
3
3

⑭
㈱
㊥
⑲
禽
○
翻
⑱
○
㊥
㈱
働
麟
⑭
醗
囎
働
⑭
㊥
⑭
⑭
⑭
○
⑭
⑭
⑭
噛
囎
⑱
⑭
劔
颪
幽
⑭
醗
働
⑲
⑭
劔
○
○
⑭
醗
⑳
翻
○
⑭
㈱
血
劔

轡
○
麟
㈱
⑭
○
㊥
⑭
⑭
劔
翻
㊥
醗
翻
㈱
⑭
㈱
醗
劔
⑳
⑱
⑲
⑭
⑲
㊥
㈱
⑭
《
㈱
㈱
⑱
○
⑭
㈱
㈱
麟
⑱
細
○
愈
劔
⑭
翻
⑭
㈱
⑭
翻
⑭
㈱
醗

⑱
囎
血
爾
醗
○
鯉
㈱
㊥
囎
翻
㈱
㈱
翻
麟
麟
働
麟
《
⑲
働
⑭
翻
囎
⑱
轡
⑭
働
⑭
㈱
⑱
○
働
㊥
⑱
魯
醗
㊥
醗
○
⑱
⑲
⑭
翻
⑱
鯉
⑱
麟
⑭
翻

26

Q6

Q6

Q6

Q6

Q6

Q6

Q6

Q6

Q6

Q6

Q6

Q6

Q6

Q6

Q6

Q6

Q6

Q6

Q6

Q6

Q6

Q6

Q6

Q6

Q6

Q6

Q6

Q5

Q6

Q6

Q6

Q6

Q6

Q6

Q6

Q6

Q6

Q6

Q6

Q6

Q6

Q6

Q6

Q6

Q6

Q6

Q6

Q6

Q6

7
7
？
？
7
7
？
？
7
？
7
7
？
7
？
7
7
？
？
7
？
7
？
7
7
？
7
？
？
7
？
7
7
7
7
7
7
？
7
？
7
7
？
7
7
7
7
7
7
7

1
⊥
　
圭
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
λ
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
¶
ユ
　
ー
　
1
　
1
　
1
　
電
■
　
｛
上
　
1
　
1
　
1
　
i
　
1
　
1
　
哩
よ
　
1
　
1
　
窄
よ
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
｛
⊥
　
－

⑭
唖
㈱
翻
醗
⑲
⑱
轡
愈
翻
⑭
⑱
㊥
幽
醗
働
⑭
㊥
⑭
鯵
⑭
轡
翻
鯉
醗
醗
劔
⑭
⑭
㈱
⑭
働
㈱
㈱
麟
劔
㈱
⑭
翻
㈱
⑳
⑱
麟
翻
㊥
⑲
麟
㊥
翻
翻

幽
㊥
⑲
㈱
醗
醗
⑳
㊥
翻
㈱
麟
⑲
働
翻
㈱
⑲
劔
⑲
⑭
爾
働
⑭
㊥
㈱
⑭
《
⑭
㊥
働
⑭
翻
麟
鋤
⑭
爾
⑭
⑭
⑭
魯
㊥
轡
醗
⑭
働
㊥
劔
⑯
⑱
⑭
⑳

⑭
囎
⑭
麟
⑲
轡
⑱
⑭
㊥
⑭
⑲
⑭
⑲
醗
⑳
㈱
翻
㈱
㈱
働
働
⑭
翻
醗
⑲
禽
⑱
⑲
醗
翻
⑭
麟
㊥
劔
⑭
㈱
⑱
麟
鯉
㊥
⑱
⑲
鯉
⑱
轡
⑭
魯
⑭
働
醗

㊥
㊥
⑭
⑱
噛
⑭
⑭
⑭
⑭
⑱
麟
趣
麟
⑭
囎
⑭
鯉
麟
㈱
㈱
働
⑲
⑭
㈱
㊥
囎
⑭
麟
愈
㈱
⑳
㈱
⑭
翻
⑲
囎
⑭
噛
幽
麟
⑲
幽
⑳
⑳
⑱
⑭
麟
⑭
⑱
働

麟
醗
㈱
㊥
醗
⑭
㊥
⑭
⑲
⑱
麟
翻
麟
醗
幽
爾
⑱
㊥
⑱
麟
醗
翻
麟
㈱
㈱
㊥
働
⑳
㈱
㈱
㊥
翻
麟
⑱
㊥
㈱
⑭
轡
⑱
⑱
㈱
翻
醗
⑲
⑭
醗
㊥
⑭
㈱
㊥

⑯
翻
㈱
⑭
⑭
轡
㈱
⑲
⑲
囎
翻
㈱
⑱
㈱
㈱
⑳
翻
磯
翻
㈱
《
⑭
麟
麟
⑲
⑭
⑭
㊥
⑭
⑲
轡
働
⑭
㊥
㈱
麟
麟
⑱
⑱
㈱
㊥
㊥
翻
㊥
⑭
⑲
⑬
働
麟
㈱

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
3
3
0
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5
3
6
3
7
3
8
鈴
4
0
薮
4
2
4
3
興
緬
4
6
翼
4
8
4
9
5
0
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：生年：性：：ア：イ：ウ：エ：オ：カ：キ：ク：ケ：Bl：：コ：サ：シ：ス：セ：ソ：タ：チ：ツ：テ＝ト：

㊥
⑳
⑳
⑭
劔
⑭
⑭
働
㈱
《
麟
⑭
㈱
⑭
⑲
⑲
⑭
轡
麟
爵
翻
翻
盤
囎
働
醗
魯
⑭
翻
麟
㊥
⑱
㊨
麟
麟
轡
麟
⑭
△
爵
轡
△
△
醗
醗
㊥
麟
働
麟
⑭

翻
㈱
轡
働
麟
⑭
㊥
麟
魯
㈱
醗
醗
醗
⑳
轡
㈱
麟
⑭
轡
醗
轡
麟
⑭
⑭
⑲
⑲
麟
⑲
ゆ
⑭
⑲
㈱
⑭
劔
⑱
麟
⑪
翻
⑳
爾
麟
麟
⑭
盤
囎
⑱
麟
麟
麟
麟

麟
爵
趣
働
㊨
㈱
働
翻
㊥
麟
⑱
轡
㈱
⑭
劔
⑭
⑭
⑭
麟
麟
麟
働
麟
轡
㊨
㊥
⑭
⑫
働
⑧
翻
⑳
醗
⑱
㈱
⑭
㈱
璽
⑭
⑭
㊥
⑳
⑭
麟
鯉
⑱
愈
㈱
醗
⑭

幽
働
⑭
㊥
⑭
翻
⑭
劔
㊥
働
㈱
麟
㊥
⑱
轡
㈱
㈱
⑱
麟
㊥
⑭
⑳
働
⑭
麟
⑭
劔
⑭
働
⑱
櫓
⑱
轡
⑭
翻
⑲
⑳
⑱
麟
⑭
働
⑳
欝
麟
幽
磯
⑳
働
麟
⑭

⑭
轡
働
轡
麟
⑭
働
⑱
麟
働
轡
翻
○
翻
劔
麟
磯
㊥
働
麟
働
麟
醗
爵
働
働
㊥
㊥
轡
麟
働
⑭
轡
麟
醗
働
㊥
麟
幽
⑱
働
醗
⑭
醗
麟
⑱
⑭
麟
働
⑫

㈱
麟
幽
⑱
㊥
麟
麟
噛
⑱
㊥
麟
⑳
㊨
⑱
麟
働
歯
麟
轡
⑭
働
⑭
愚
轡
幽
働
働
働
⑭
⑭
⑭
⑫
⑱
㊥
⑱
麟
㈱
⑭
轡
働
働
⑲
⑭
盤
⑭
働
⑭
幽
△
㊥

爾
⑭
爵
㊥
⑫
⑱
働
働
醗
⑭
轡
㊥
幽
魑
幽
⑭
麟
㊥
噛
⑭
㊥
麟
麟
⑲
幽
毒
磯
⑧
幽
働
轡
醗
働
爾
麟
翻
㈱
⑳
⑱
⑱
翻
麟
働
鋤
⑲
働
劔
⑲
劔
翻

翻
⑭
麟
醗
⑭
璽
働
劔
㈱
醗
⑭
噛
麟
⑭
⑱
醗
⑳
醗
醗
⑳
⑳
働
爾
⑳
醗
⑱
⑭
翻
劔
⑱
⑱
⑱
⑭
⑭
轡
麟
㈱
麟
幽
幽
麟
⑭
㈱
㊥
麟
働
爾
劔
⑭
⑱

働
轡
⑱
㈱
⑭
翻
轡
⑭
㈱
⑱
働
麟
翻
麟
⑭
㈱
㊥
⑲
翻
翻
働
⑭
翻
⑲
鯉
⑱
働
魯
⑯
齢
⑳
翻
働
醗
⑱
⑳
⑲
㈱
⑳
⑭
⑲
⑳
麟
翻
⑪
⑲
麟
愈
働
㊥

幽
轡
働
働
翻
㊥
⑭
翻
働
翻
⑲
⑭
⑱
⑱
⑲
⑲
磯
⑱
㊥
⑭
盤
⑭
働
㈱
轡
⑭
⑭
魯
幽
鋤
⑪
⑭
⑭
⑭
翻
⑭
㊥
⑱
㈱
翻
翻
趣
翻
爾
働
麟
翻
麟
噛
㊥

鋤
⑱
働
⑳
⑲
璽
⑭
㊥
翻
⑲
⑱
⑭
⑭
麟
⑭
⑲
醗
㈱
⑭
翻
麟
劔
㈱
⑳
翻
㈱
⑭
醗
⑲
㈱
⑭
麟
⑭
働
⑭
㊥
⑭
㊥
⑲
㈱
㊥
⑭
㊥
働
轡
醗
㊥
愈
㈱
劔

§
9
9
9
9
9
9
9
8
8
8
8
9
9
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
9
8
8
9
9
9
8
8
7
7
8
？
7
8
8
7
8
7
7
7
9
7

働
麟
麟
働
⑳
㊥
働
麟
○
○
○
働
⑭
働
麟
○
○
劔
⑭
○
○
○
○
○
○
○
○
働
愚
○
翻
⑭
麟
⑬
働
○
○
○
⑭
○
○
噛
趣
△
幽
○
○
○
轡
○

⑭
働
⑧
㈱
⑲
㈱
劔
⑭
⑭
《
㊥
○
轡
㈱
麟
劔
爾
㈱
轡
働
魍
㈱
翻
麟
鯵
轡
爾
○
⑭
⑭
㈱
働
㈱
㊥
翻
働
○
○
△
○
○
⑲
《
⑭
○
○
○
麟
翻
麟

㊥
働
⑳
㈱
翻
⑱
㊥
劔
⑭
⑳
麟
麟
㈱
鯉
⑭
劔
翻
翻
翻
働
㊥
鯉
⑭
⑱
⑳
㈱
⑲
⑭
麟
⑭
㈱
鯉
麟
噛
⑭
劔
働
⑲
㈱
⑭
麟
⑭
⑭
翻
翻
轡
㈱
⑭
働
⑭

働
⑱
⑭
幽
幽
轡
働
醜
⑭
噛
爾
幽
⑬
働
劔
劔
⑲
○
麟
鯉
翻
麟
⑭
幽
働
⑱
働
⑭
磯
働
⑲
働
働
劔
働
㊥
働
劔
噛
働
鯵
愚
鯉
幽
劔
醗
麟
⑳
幽
幽

轡
ゑ
働
⑭
麟
㊥
劔
⑲
醗
働
働
醗
鯵
働
⑭
⑭
㈱
翻
⑭
翻
劔
麟
働
⑳
麟
⑭
⑱
⑭
醗
轡
○
翻
⑬
麟
働
麟
磯
⑭
㈱
働
⑭
麟
△
△
働
翻
⑳
○
働
鋤

㊥
働
⑱
⑳
㊥
幽
麟
㈱
働
轡
翻
⑲
⑭
劔
働
翻
働
幽
爾
⑭
麟
⑲
働
㈱
働
㊥
㊥
⑬
⑭
劔
⑭
⑭
㊥
翻
⑱
⑭
翻
働
働
⑭
㈱
○
磯
麟
⑭
㊥
働
働
㈱
翻

轡
⑱
⑧
醗
⑭
働
鐙
麟
働
働
⑱
⑭
働
爾
⑭
働
翻
劔
⑭
麟
⑭
⑱
鯉
⑱
麟
幽
麟
働
働
⑳
麟
働
働
禽
働
働
働
働
劔
⑲
働
働
轡
幽
働
働
働
麟
働
醗

㊥
魍
⑲
⑭
⑱
醗
㊥
翻
㊨
⑳
麟
⑳
麟
爾
△
⑱
⑱
⑱
△
魯
㈱
働
劔
⑭
⑱
⑲
翻
⑱
⑭
働
鯉
⑭
⑳
⑭
△
⑲
翻
④
麟
爾
⑭
働
⑭
囎
翻
醗
⑲
㊥
翻
○

㊥
⑱
醗
㈱
⑭
働
⑲
働
A
㊥
劔
⑱
鋤
轡
⑲
働
穆
囎
趣
愈
⑭
鐙
㊥
⑲
㊥
⑭
醗
⑯
幽
麟
麟
麟
⑱
㈱
轡
醗
麟
醗
⑭
轡
⑱
噛
麟
㊥
翻
翻
麟
㈱
劔
麟

男
男
女
女
男
男
男
男
男
男
男
男
女
女
女
男
女
女
男
女
女
男
男
女
男
男
女
女
女
男
女
男
女
女
男
男
男
男
男
女
女
女
男
男
男
男
女
女
男
男

3
4
6
9
9
2
3
5
0
1
2
2
5
5
7
8
9
9
4
4
4
5
7
0
3
5
6
8
9
4
6
8
9
2
2
4
0
3
2
2
4
7
2
4
6
6
6
9
1
1

5
5
5
5
5
6
6
6
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5
6
6
6
2
2
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
5
5
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T2

T3

T4

T5

T6

T7

T8

T9

U0

･
6
2
6
3
6
4
6
5
5
6
6
7
6
8
6
9
7
0
7
1
7
2
7
3
7
4
7
5
7
6
7
7
7
8
7
9
8
0
8
1
8
2
8
3
8
4
8
5
8
6
8
7
8
8
8
9
9
0
9
1
9
2
9
3
腿
9
5
9
6
9
7
9
8
9
9
0
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重

194　一



養父；ナ1二：ヌ：ネ：ノ：ハ：B2：；点：；釘：学＝具：A：：出生地：形成期：

空知　　空知　　空知　　＄手

渡島　渡轟　渡晶　　檜山
南関東南関東南関東宮城
宗谷
後志

9高
渡島
福島

宗谷
後志
鑓高

渡農
福島

由形
後志
日高

渡島
福島

後志
その他
臼高

青森
福旙

南関東近畿　　南関東渡農
山形

山形

上川

後憲
十勝
渡島
空知

空知
札饒
後志
釧路
青森
札幌

札幌
後志
上川

後志
十勝

渡島
空知

空知
札親
石狩
空知
青森
札幌

南関東札幌
渡島
札槻
札幌
近畿

渡羅
札幌
札幌
櫓由

北関東上潤
網走
檜山
胆振
釧路
胆振
轡森

札幌
留萌
空知
上鰻

空知
札幌
後志

根室
檜山
胆振
札槻
胆振
膏森
札幌
留萌

空知
上川

空知
札幌
後志

北関東網走

山形

由形

四国

後志
中部
近畿
宮城
北陸
札幌
後志
青森
青森
札幌
近畿
札幌
本L幌

新潟
近畿
福爲
網走
檜山
胆振

山形
由形
福島
後志
空知
近畿
新潟
福島
山形
札醗
膏森
青森
新潟
南関東
北陸
後志
薪潟
近畿
福島
青森
檜山
胆振

その他釧路
胆振
青森
石狩
留萌

胆振
寄森
札槻
留萌

南関東秋闘
宮城
北陸
中部

北陸
秋田

空知
北陸
網走
渡島
北関東

南関東南関東無記入無記入
渡島

空知
胆振
後志
十勝

山形

空知

渡島
空知
胆振
札幌
十勝

蜘形
空知

秋田
空知
山彩
由形
十勝
山形

空知

秋田
空知
空知
山形
青森
山形

空知

3
2
0
3
2
3
2
3
1
3
3
0
3
0
3
3
2
1
3
3
3
1
3
3
3
3
0
1
3
2
3
3
3
3
2
3
2
0
3
2
2
3
3
3
2
2
0
0
3
1

醗
翻
○
⑱
轡
轡
○
磯
○
翻
麟
○
働
○
㊥
轡
⑱
○
劔
㈱
爾
○
轡
⑭
㈱
⑱
○
○
爾
○
爾
噛
麟
⑲
○
働
○
○
⑭
○
○
働
⑭
轡
○
○
○
O
A
O

⑱
△
○
⑭
○
醗
⑲
蕊
○
⑭
磯
△
働
○
⑱
劔
○
○
働
⑱
㊥
劔
働
⑭
㈱
⑲
○
○
⑯
轡
⑱
⑱
㊥
⑭
蕊
働
⑱
○
働
幽
⑭
働
⑨
翻
⑱
麟
○
○
⑭
○

轡
⑭
○
⑳
⑭
⑭
盒
⑱
⑲
麟
⑬
○
⑭
○
⑱
㈱
働
㈱
⑰
働
⑭
○
麟
⑭
働
⑭
○
企
㈱
醗
轡
麟
⑭
翻
幽
翻
働
○
㈱
⑲
噛
爾
劔
轡
幽
⑭
○
○
⑭
⑯

26

Q6

Q6

Q6

Q6

Q6

Q6

Q6

Q5

Q5

Q5

墲
Q
5
2
5
2
5
2
5
2
5
2
5
2
5
2
5
2
5
2
5
2
5
2
5
2
5
2
5
2
5
2
5
2
5
2
5
2
5
2
5
2
5
2
5
2
5
2
5
2
4
2
4
2
4
2
4
2
4
2
4
2
4
2
4
2
4
2
4
2
4
2
4
2
4
2
4

7
7
7
？
？
7
7
7
7
7
7
？
6
6
？
7
7
？
7
7
7
7
？
？
7
？
7
7
6
？
？
6
6
6
7
？
？
7
6
7
7
6
6
7
6
7
？
7
5
7

1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
｛
よ
　
1
　
1
　
¶
工
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
肇
ニ
　
ー
　
1
　
1
■
　
－
　
｛
上
　
－
　
i
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
孟
　
－
ニ
　
ー
　
｛
よ
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
肇
よ
　
1
　
1
　
1

醗
愈
働
⑫
麟
㈱
⑭
総
㈱
働
膨
麟
⑭
⑱
⑱
⑭
⑭
⑭
⑭
働
働
劔
麟
翻
劔
⑱
⑱
⑭
⑳
麟
翻
働
⑭
働
麟
曲
㊥
鐙
⑬
轡
駒
轡
愈
心
⑱
磯
鐙
⑳
⑭
㈱

麟
魯
醗
㊥
⑲
磯
⑭
麟
麟
幽
⑱
麟
轡
○
働
⑱
醗
働
⑭
働
趣
働
㊥
⑭
爾
血
轡
麟
⑭
幽
⑲
轡
⑱
爾
醗
磯
⑲
㊥
働
劔
㊥
⑭
翻
劔
○
魯
愈
㈱
㊥
㈱

麟
幽
磯
劔
⑳
麟
㈱
麟
働
⑪
麟
鐘
翻
㈱
幽
㈱
㈱
⑲
醗
噛
趣
㊥
⑭
麟
麟
禽
働
働
㈱
麟
⑲
麟
翻
⑱
働
轡
㊥
㈱
劔
㈱
⑱
翻
爵
⑲
轡
⑱
⑭
趣
麟
働

轡
麟
⑱
働
⑱
趣
⑱
麟
⑭
㊥
⑲
醗
麟
⑫
爾
翻
⑱
醗
㈱
働
翻
麟
⑲
麟
働
働
轡
麟
△
醗
麟
⑱
⑭
囎
働
⑲
働
麟
麟
⑱
麟
爾
⑱
《
翻
働
働
｛
㈱
爾
㈱

《
醗
劔
働
盤
⑭
《
麟
魯
醗
醗
働
働
麟
轡
⑱
㊥
働
働
働
⑱
醗
⑭
麟
㈱
磯
翻
⑳
㈱
⑭
麟
⑭
⑭
禽
醗
⑲
醗
幽
⑲
爾
⑭
㈱
働
⑭
⑭
翻
⑭
⑫
△
㊨

劔
爾
働
翻
醗
⑳
醗
麟
⑲
膨
⑲
爾
㊥
働
⑱
㈱
麟
㊥
⑲
麟
⑭
翻
幽
麟
魯
趨
㊥
《
⑪
劔
⑲
○
△
○
㊨
働
⑪
麟
働
⑳
⑭
⑲
⑭
禽
⑧
劔
働
⑭
㊥
働

51

T2

T3

T4

T5

T6

T7

T8

T9

U0

U1

U2

U3

U4

U5

U6

U7

U8

U9

V0

V1

V2

V3

V4

B
7
6
7
7
7
8
7
9
8
0
8
1
8
2
8
3
8
4
8
5
8
6
8
7
8
8
8
9
9
0
9
1
9
2
9
3
9
4
9
5
9
6
9
7
9
8
9
9
0
0
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：生年：姓：：ア：イ：ウ：エ：オ：カ：キ：ク：ケ：B1：：コ：サ：シ；ス：セ：ソ汐：チ：ツ：テ：ト：

轡
《
囎
⑭
⑭
⑭
㈱
⑲
働
血
働
翻
禽
翻
囎
醗
⑭
△
△
劔
⑭
⑭
⑭
⑭
翻
《
⑭
翻
○
翻
○
㈱
轡
鯉
働
轡
血
㈱
△
㈱
⑱
⑲
翻
⑭
○
⑭
㊥
△
⑱
麟

麟
翻
⑭
⑭
⑭
⑱
磯
轡
⑭
⑭
㈱
⑯
㈱
㈱
⑭
㊥
翻
⑭
⑱
轡
幽
○
○
⑭
醗
働
㈱
㈱
⑲
㈱
翻
翻
○
㈱
⑳
⑭
麟
⑭
囎
翻
○
麟
⑭
爾
翻
⑭
㊥
○
⑱
○

醗
㊥
⑭
⑭
働
轡
○
翻
㊥
趣
働
醗
㈱
働
麟
㊥
⑭
⑭
《
翻
麟
翻
○
○
翻
㊥
⑭
働
⑭
⑭
翻
⑲
○
⑳
働
㈱
⑭
醗
㊥
働
血
《
㈱
⑭
⑭
⑭
○
噛
⑲
○

㊥
磯
㈱
㈱
盤
翻
⑭
⑭
轡
㊥
⑱
⑲
⑭
麟
翻
⑭
⑳
爾
⑭
⑭
㈱
劔
噛
⑭
翻
麟
⑱
劔
翻
⑱
働
⑭
○
麟
麟
⑭
働
⑳
醗
轡
○
翻
翻
⑲
魯
⑭
幽
間
麟
○

麟
⑭
⑭
㈱
○
⑲
⑭
⑭
㊥
翻
㈱
⑲
爾
働
⑱
翻
○
○
愈
醗
㈱
働
㊥
○
㊥
翻
倒
㊥
㈱
⑱
麟
轡
○
轡
麟
○
働
⑭
働
○
《
＆
○
⑲
○
⑭
⑭
⑭
醗
○

働
⑱
働
麟
㈱
⑭
⑱
⑭
⑱
麟
⑲
翻
倒
働
翻
⑭
⑭
劔
颪
㈱
翻
㈱
働
⑭
翻
囎
㈱
⑭
《
⑭
幽
劔
⑲
㊨
⑭
⑭
愈
○
㈱
㊥
麟
○
○
⑭
愈
⑭
麟
⑭
醗
愈

働
磯
⑭
⑲
㈱
⑭
㈱
⑭
⑭
囎
㈱
翻
働
㈱
翻
⑲
⑭
働
愈
磯
⑱
翻
㈱
爾
働
働
働
働
麟
麟
○
⑭
翻
血
⑲
⑲
△
⑭
囎
轡
㈱
⑭
○
○
○
翻
噛
醗
⑱
○

㈱
爾
麟
醗
⑱
⑲
⑲
○
⑭
△
㈱
㈱
㈱
㈱
醗
㈱
働
㈱
囎
麟
⑭
翻
㈱
麟
鋤
○
○
㈱
○
⑱
○
○
⑭
○
⑭
轡
○
⑲
麟
働
働
△
麟
麟
禽
○
翻
⑳
○
ゆ

囎
爾
○
○
翻
働
⑲
⑲
⑲
⑲
⑱
⑭
㈱
醗
⑭
爾
爾
⑭
醗
⑱
醗
翻
轡
醗
翻
㊥
○
翻
働
翻
△
○
醗
○
麟
○
磯
⑳
翻
㈱
翻
○
翻
○
軸
翻
劔
翻
○
働

囎
翻
⑭
㈱
㈱
麟
翻
⑭
麟
醗
⑲
幽
轡
㈱
働
働
⑭
㈱
企
㈱
㈱
囎
⑳
囎
麟
幽
轡
翻
翻
翻
⑲
愈
㊥
㈱
㈱
⑭
△
働
翻
○
麟
劔
⑭
㈱
㊥
⑭
⑭
⑱
⑭
翻

翻
㈱
翻
翻
繍
働
翻
⑳
翻
働
醗
○
㊥
△
趣
劔
⑲
⑱
⑭
㈱
劔
爾
⑭
醗
⑭
醗
○
囎
囎
⑭
⑲
○
⑭
○
爾
翻
翻
劔
翻
⑱
愈
△
翻
㈱
翻
⑭
㈱
翻
○
醗

8
7
8
7
？
6
9
7
7
7
7
7
？
6
8
§
6
7
6
崔
6
7
8
7
6
7
7
3
6
6
？
6
？
6
6
？
6
嘆
5
3
5
6
5
7
6
2
5
4
3
6

⑯
劔
翻
○
○
○
翻
○
○
○
○
⑱
⑭
○
㈱
○
○
○
⑲
○
○
劔
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
爾
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
醗
《
○
翻

⑱
△
醗
醗
⑱
⑭
㊥
○
○
△
翻
○
盒
○
㈱
○
○
△
△
⑭
⑭
○
働
劔
○
△
○
○
○
○
○
○
○
○
○
⑲
△
○
《
○
○
趣
○
働
○
○
○
△
○
○

劔
翻
㈱
㈱
翻
翻
囎
幽
麟
働
⑭
⑭
△
働
⑭
㈱
㈱
⑱
△
○
○
醗
翻
㈱
⑭
盤
㈱
○
○
働
㈱
⑱
働
翻
轡
翻
轡
△
○
○
○
⑳
働
㊥
働
○
⑭
○
○
○

《
㊥
㈱
⑭
⑭
醗
⑲
麟
⑭
働
○
麟
△
翻
磯
㈱
○
㈱
△
○
翻
⑭
㈱
㊥
㈱
働
⑭
○
㈱
翻
⑭
㈱
⑭
⑭
翻
⑱
翻
○
○
○
盒
⑱
○
○
⑭
○
劔
○
○
爾

働
△
働
翻
轡
⑳
血
醗
働
⑱
盒
㈱
⑭
⑳
△
○
翻
幽
㊥
鯉
○
㈱
⑭
㈱
⑭
㈱
翻
翻
⑭
○
麟
翻
⑭
働
○
○
△
醗
幽
軸
醗
㊥
⑲
⑲
△
○
○
△
醗
《

劔
⑭
⑱
○
⑱
⑱
⑭
⑭
㈱
⑭
働
△
醗
⑳
愈
磯
働
⑭
ぬ
○
働
働
⑭
○
翻
㈱
⑲
翻
働
囎
轡
○
翻
⑯
血
○
働
㈱
⑯
翻
△
○
働
⑱
㈱
○
㈱
○
醗
齢

○
噛
翻
劔
⑭
○
⑭
醗
働
轡
㈱
麟
働
働
働
⑱
劔
劔
轡
○
⑳
鯉
㈱
㈱
働
⑳
醗
○
働
囎
劔
劔
醗
⑳
働
轡
醗
○
翻
○
⑭
働
⑭
⑭
⑭
○
○
働
○
醗

⑲
翻
○
翻
○
○
㈱
⑫
⑲
㈱
ぬ
轡
幽
○
醗
○
翻
翻
翻
⑭
轡
△
⑱
⑭
○
翻
⑱
○
⑲
働
⑭
企
麟
○
⑭
⑭
翻
⑲
○
○
翻
○
○
働
翻
㈱
○
⑭
○
○

⑭
㈱
⑱
麟
⑭
働
⑭
㈱
⑳
⑭
⑭
翻
⑭
⑲
蕊
麟
働
⑱
⑭
麟
⑭
働
㊥
⑭
劔
翻
盤
醗
⑭
⑭
轡
翻
㈱
囎
⑲
㊥
働
働
醗
翻
麟
⑳
醗
轡
働
㊥
麟
㈱
働
㊥

女
女
女
女
女
女
女
女
女
男
男
女
男
男
男
女
男
女
男
男
女
女
女
男
男
男
女
男
女
女
男
女
女
女
男
女
男
女
男
女
女
女
男
女
女
女
女
女
男
女

3
6
9
0
9
王
6
1
5
6
8
1
2
3
9
2
4
6
0
6
2
2
2
7
2
5
6
8
5
8
0
5
7
0
1
2
5
2
1
6
9
2
4
7
5
7
3
1
0
7

5
6
1
2
2
3
4
5
5
5
5
6
6
2
2
3
4
4
3
3
4
4
4
4
5
5
3
3
4
5
3
3
4
5
5
5
5
7
3
4
4
5
6
6
4
5
3
5
6
4

01

O2

O3

O4

O5

O6

O7

O8

O9

P0

P1

P2

P3

t
1
5
1
6
1
7
娼
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5
3
6
3
7
3
8
3
9
4
0
4
1
4
2
4
3
嘱
4
5
4
6
4
7
4
8
4
9
5
0

1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
三
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
4
上
　
｛
上
　
｛
上
　
1
　
1
　
1
　
1
　
圭
　
－
　
三
　
i
　
1
　
1
　
i
　
1
　
1
　
亙
　
i
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
1
　
1
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母父出生地：形成期：：ナ：二：ヌ：ネ：ノ：ハ：B2：：点：：釘’：学：具＝A

　
　
　
　
　
　
　
　
東
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
　
　
　
　
入
　
　
　
　
　
　
　
東

形
城
農
潟
狩
形
城
潟
関
島
高
高
山
則
由
陸
田
森
谷
農
志
田
農
形
走
勝
幌
志
農
醗
幌
閣
志
槻
醗
記
手
陸
萌
森
記
彩
振
糧
形
田
山
森
関
振

山
宮
福
新
石
山
宮
新
北
福
臼
日
檜
上
檜
北
秋
膏
宗
渡
後
秋
渡
山
網
十
札
後
渡
札
札
四
後
札
秋
無
岩
北
留
青
無
山
胆
札
山
秋
檜
青
南
胆

　
　
　
　
　
　
　
　
東
　
東
東
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
入
　
　
　
　
道

島
地
島
潟
温
順
城
振
関
勝
通
関
由
城
農
園
田
森
島
川
知
振
事
形
走
勝
幌
部
島
幌
知
国
志
幌
の
記
翔
麗
麗
勝
海
由
…
摺
餌
志
狩
陸
志
潟
振

渡
内
福
新
札
由
宮
胆
北
十
下
灘
檜
宮
福
北
秋
青
福
上
空
胆
中
由
網
十
札
中
渡
札
空
四
後
札
そ
無
上
北
青
十
北
檜
石
製
後
石
北
後
新
胆

　
　
　
　
　
他
　
　
東
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
　
　
　
　
　
　
　
　
他
　
東

島
路
島
志
幌
の
早
知
関
勝
高
観
山
廻
山
継
継
森
谷
知
走
知
用
幌
走
勝
薬
狩
知
志
槻
鶴
甲
幌
幌
知
幌
関
槻
勝
志
川
幌
醗
知
狩
の
恥
曝
振

渡
釧
福
後
札
そ
壊
空
北
十
B
銀
鱈
上
檜
札
石
霧
宗
星
野
空
上
就
下
十
網
石
遺
墨
札
札
胆
下
札
就
農
南
札
十
後
上
札
札
空
石
そ
後
南
胆

　
　
　
　
　
他
　
　
東
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
　
東

農
路
知
幌
親
の
槻
知
関
勝
高
槻
由
辮
山
幌
狩
森
谷
知
憲
知
知
槻
走
勝
幌
狩
知
醗
槻
槻
振
幌
田
知
観
睦
島
勝
志
翔
幌
槻
知
狩
の
志
関
振

渡
釧
空
札
札
そ
札
空
北
十
欝
札
櫓
上
檜
札
石
青
宗
空
後
空
空
札
網
十
札
石
空
札
札
札
胆
札
秋
空
札
北
福
十
後
上
札
札
空
石
そ
後
南
胆

3
3
3
3
1
0
2
0
2
1
0
3
3
1
3
1
1
2
2
0
1
1
0
1
0
0
G
O
O
i
O
O
O
O
O
2
1
0
1
0
1
3
G
2
0
0
0
1
0
0

醗
翻
爾
㈱
○
○
○
○
○
○
○
⑱
醗
○
⑭
○
○
○
○
○
○
翻
○
翻
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
㈱
○
○
○
○
○
⑲
○
㈱
○
○
○
○
○
○

㈱
㈱
㈱
働
翻
○
鯉
○
⑱
⑱
○
㈱
噛
○
囎
○
○
血
禽
○
⑭
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
禽
○
○
○
○
⑭
○
○
○
○
○
○
○
○

働
⑭
轡
㊥
○
○
⑭
○
企
O
O
⑭
⑲
囎
囎
翻
⑲
鯉
血
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
翻
○
○
○
○
○
囎
○
○
⑭
○
爾
⑱
○
⑭
○
○
○
幽
○
○

24

Q4

Q3

Q3

Q3

Q3

Q3

Q3

Q3

Q3

Q3

Q3

Q3

Q2

Q2

Q2

Q2

Q2

Q1

Q1

Q1

Q1

Q1

Q1

Q1

Q1

Q0

Q0

Q0

Q0

P9

P9

浮
P
9
1
9
1
9
1
9
1
9
1
8
1
8
1
8
1
8
1
8
1
8
1
7
1
7
1
6
1
6
1
6
1
5

6
7
5
6
6
？
4
6
6
6
6
6
6
6
4
7
6
5
5
？
5
4
3
4
5
蓬
3
？
達
4
2
3
2
3
3
2
3
5
3
5
3
2
3
1
1
5
1
2
3
9

1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
唯
上
　
1
　
1
　
」
■
ム
　
ー
　
－
　
¶
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
6
匿
よ
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
瀧
　
－

働
《
㊥
麟
幽
働
ぬ
麟
働
翻
禽
㊥
幽
働
△
⑭
㈱
爾
○
幽
○
働
働
麟
囎
㈱
翻
㈱
翻
○
幽
翻
⑭
⑭
○
○
△
轡
㈱
翻
翻
⑭
⑭
麟
△
○
○
《
働
《

⑭
囎
働
㊥
麟
⑲
⑭
禽
⑭
⑳
働
⑭
血
⑲
△
⑲
囎
翻
⑭
働
働
○
⑱
㈱
翻
翻
⑭
翻
○
蕊
⑭
㈱
⑱
○
○
○
㈱
醗
　
○
囎
△
囎
⑲
○
⑭
⑱
○
○
⑲
○

○
⑲
⑳
働
⑭
麟
○
趣
○
劔
働
囎
㈱
⑭
△
㈱
齢
⑭
翻
㊥
○
囎
○
爾
⑭
翻
○
㈱
⑳
㈱
○
麟
㈱
働
㊥
囎
働
○
⑱
醗
血
○
⑭
○
醗
㈱
○
⑭
翻
○

⑭
瞳
⑲
⑭
欝
働
麟
囎
醗
翻
㈱
㈱
働
囎
漁
㈱
麟
⑭
⑲
翻
㈱
○
㈱
⑳
⑭
○
㈱
㈱
働
○
⑭
⑭
○
ぬ
⑭
○
⑳
噛
⑭
㊥
ぬ
⑱
心
○
○
㈱
○
○
⑭
○

㈱
劔
轡
働
鱒
⑳
愈
翻
囎
⑲
血
⑭
△
⑭
働
翻
㊥
㊥
㈱
翻
㈱
囎
○
○
○
△
⑱
囎
禽
○
企
⑭
瞳
⑲
○
轡
㈱
⑲
△
働
⑭
⑭
麟
⑭
㊥
㊥
○
○
○
轡

㈱
⑭
△
囎
盤
轡
○
働
麟
轡
○
㈱
㈱
囎
醗
⑱
⑲
翻
齢
轡
翻
㈱
翻
㈱
○
翻
囎
轡
㈱
㈱
囎
△
働
⑭
○
翻
轡
醗
○
劔
○
⑭
○
○
○
爾
噛
働
㈱
麟

01

O2

O3

O4

O5

O6

O7

O8

O9

P0

P1

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

Q0

Q1

Q2

Q3

Q4

Q5

Q6

ｯ
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5
3
6
3
7
3
8
3
9
4
5
4
1
翻
4
3
4
4
4
5
4
6
4
7
銘
4
9
5
0

唯
上
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
主
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
雪
⊥
　
1
　
1
　
」
ー
⊥
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
｛
よ
　
ー
⊥
　
－
　
肇
⊥
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：生年：性：：ア：イ：ウ：エ：オ1カ：キ：ク：ケ：B1：：コ：サ＝シ：ス：セ：ソ：タ：チ：ヅ：テ：ト：

○
⑱
○
盤
愈
⑲
△
○
愈
血
○
働
⑳
○
○
○
○
○
⑭
○
翻
㊥
○
㊥
翻
○
轡
○
○
○
○
⑭
○
○
《
○
㊥
△
蕊
○
麟
○
○
○
○
○
○
○
○
○

⑱
爾
鐙
働
⑲
⑭
⑱
⑭
醗
○
○
醗
○
⑭
○
○
○
○
⑭
⑲
⑭
○
○
翻
○
○
⑭
○
○
○
⑭
○
○
○
○
○
○
⑱
○
○
○
○
○
麟
○
○
○
○
○
○

劔
○
△
○
㈱
翻
○
働
△
○
働
醗
⑳
○
⑭
○
⑲
㈱
○
⑭
○
○
○
⑱
○
○
鯉
⑭
○
愈
《
愈
○
○
○
○
○
○
禽
⑭
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

⑱
⑭
㊥
働
働
轡
㊥
⑭
⑭
○
○
劔
○
○
禽
△
⑱
○
⑲
○
㊥
⑳
劔
⑳
○
○
○
○
○
○
⑲
○
○
○
○
○
○
⑭
○
○
趣
○
○
⑳
○
○
○
○
○
○

醗
⑱
働
○
翻
翻
轡
○
㊥
○
⑭
○
㊥
囎
○
⑱
○
㊥
㊥
○
⑭
⑲
○
○
○
盒
○
○
蕊
⑲
○
禽
○
麟
○
麟
A
蕊
○
㈱
黒
黒
盒
㈱
○
○
○
盒
○
○

○
⑱
麟
⑭
働
磯
㈱
醗
醗
○
《
○
△
㊥
企
⑱
○
㊥
⑳
働
○
○
⑭
○
○
《
義
盗
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
⑭
○
○
○
○
○
○
○
⑭
○
○
△

⑲
⑱
⑲
醗
麟
⑭
磯
《
㊥
○
愈
○
⑭
⑲
㈱
蕊
㊥
⑭
○
○
⑭
幽
⑭
働
○
禽
○
○
○
曾
△
麟
○
⑭
○
○
○
○
○
⑲
○
働
⑭
○
○
○
○
○
○
働

⑭
麟
㊥
薗
⑭
詞
人
⑳
働
轡
轟
○
○
《
⑱
○
厩
《
○
麟
幽
⑭
麟
△
⑬
，
翼
翼
㊥
企
⑱
㊥
△
㊥
㊥
《
○
○
○
○
○
△
○
○
○
⑲
幽
○
醗
働
㊥

麟
麟
⑭
轡
○
⑭
⑱
○
趨
⑭
⑱
○
盤
㈱
⑭
○
囎
⑭
⑲
㈱
翻
○
○
働
⑱
⑭
⑱
⑭
○
翻
醗
○
⑭
翻
○
○
○
○
○
○
○
働
鳥
○
⑳
爾
○
働
轡
翻

⑭
⑭
⑭
麟
醗
⑲
⑲
⑳
⑭
醗
⑲
麟
⑭
⑱
○
㈱
禽
⑱
麟
鯵
⑭
《
⑭
㈱
働
盒
⑭
⑲
働
盒
㈱
△
《
⑱
翻
働
○
⑬
⑭
○
○
○
⑭
㊥
黒
黒
翻
○
魯
翻

○
黒
黒
働
義
人
⑲
⑱
翻
㊥
血
叢
叢
轡
働
⑭
企
⑲
⑭
⑭
⑲
麟
鯉
織
黒
黒
劔
⑲
⑭
○
⑭
△
働
⑱
⑭
⑳
⑭
○
○
働
○
《
企
○
㊥
⑭
㈱
幽
⑭
⑭

3
2
4
4
3
1
3
3
2
6
3
5
3
2
3
5
3
2
3
2
2
2
2
1
3
3
2
2
5
2
2
3
4
2
2
4
3
2
2
2
2
1
0
2
2
2
2
1
2
i

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
愈
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
△
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
△
○
△
○
△
△
○
○
○
○
⑭
○
○
○
○
○
○
○
○
○
⑱
○
○
○
○
○
○
○
○
○
△
○
○
△
△
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

幽
○
○
○
○
○
○
○
○
翻
○
○
○
○
○
㈱
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
翻
○
○
○
趣
○
○
麟
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

㈱
○
○
○
○
○
○
○
○
働
○
爾
○
○
○
㈱
○
○
○
○
○
○
○
△
○
《
○
○
⑲
○
○
○
曾
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
愈
○

○
㊥
《
轡
△
○
○
○
○
△
○
鯉
颪
㊥
○
○
⑭
○
○
㊥
○
⑭
○
○
○
○
○
○
⑲
○
○
⑭
○
○
働
○
○
○
血
轡
○
○
○
働
○
○
△
○
○
○

⑭
○
劔
⑳
○
○
⑭
幽
○
劔
働
○
趣
○
⑭
△
《
⑭
△
○
○
△
○
働
○
○
翻
○
○
○
轡
○
○
幽
○
働
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
働
○
○
○
○
⑭
○
轡
○
○
○
働
○
○
《
○
○
○
㈱
○
○
《
○
《
幽
《
○
麟
○
○
○
翼
翼
麟
○
○
幽
○
○
⑳
○
○
○
○
○
○

○
O
A
⑱
働
○
㊥
⑲
㈱
鶴
盤
轡
働
△
△
《
⑳
⑭
⑱
○
働
○
○
△
轡
△
盒
○
○
○
㈱
二
二
○
○
△
働
○
○
○
○
《
○
○
⑳
趣
⑲
○
⑭
⑭

○
野
望
轡
⑭
翻
⑭
働
⑭
⑱
⑳
働
△
⑲
○
麟
○
○
⑭
⑭
⑭
囎
醗
○
⑭
企
○
爾
趣
㈱
○
○
⑳
⑲
⑱
囎
働
愈
《
⑱
⑱
○
○
○
㈱
⑧
麟
愈
○
○

男
女
男
女
女
女
女
女
男
女
男
女
女
男
男
男
女
女
男
女
女
女
男
女
女
男
女
女
女
女
男
女
男
女
女
男
女
女
男
女
女
男
女
男
男
男
女
男
女
女

7
8
9
3
7
1
8
7
8
0
7
9
0
9
3
5
0
6
7
5
8
9
5
6
G
3
3
9
0
0
9
2
7
9
6
G
4
7
8
0
0
0
0
1
2
6
7
8
0
6

4
4
4
5
5
6
4
5
2
4
4
4
5
5
3
3
4
4
4
5
5
2
3
3
3
3
4
4
5
7
3
6
6
3
5
6
6
4
4
5
3
3
4
4
4
4
4
4
5
5

51

T2

T3

T4

T5

T6

T7

T8

T9

U0

U1

U2

U3

T4

U5

U6

U7

U8

U9

V0

V1

V2

V3

V4

V5

V5

V7

V8

V9

W0

W1

W2

W3

W4

W5

W6

W7

W8

W9

X0

X1

X2

X3

X4

X5

X6

I
9
8
9
9
0
0

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
i
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
i
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
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母，
　
，

父：ナ：二：ヌ：ネ：ノ：ハ：B2：1点：：釘：学：具：A：：出生地＝形成期：

胆振
空知
札幌
日高

札幌
釧路
空知

札幌

札帳
空知
札観
日高

札饒
十勝

空知
札醗

渡島　渡島
北関東石狩
札幌
留醜
札幌
渡島
北陸
串部

南関東南関東九州
札饒

札幌
釧路
後志
空知
牽勝

宗谷
後志
空知
空知
十勝
宗谷

石狩
新潟
札幌
胆振
空知

胆振
石狩
空知
後志
上損

宗谷

札幌
宮城
札幌
後志
札幌
九州

網走
十勝

札幌

札幌
釧路

後志
空知
石狩
上瑚

後志
空知
空知
十勝

宗谷
空知
札幌
札幌
札饒
空知
胆振
石狩
空知
申部
上川

宗谷
札幌
山形

札幌
後志

札饒

後志
日高

札幌
十勝
北陸
その他
九州
札饒

南関東網走
釧路
囁轟
空知

串国

空知
北海道

南関東十勝
四国
岩手
福轟
釧路
十勝
網走
青森
薪潟
薪潟

四国
札幌
後志
空知
十勝
その他
周旦振

斬潟
街森

南関東無記入
空知
胆振
石狩
空知
胆振
近畿
後志

無記入
胆振
札親
空知
後憲
九粥

宗谷

北海道上規
空知
中国

後志

その他
中国
斬潟

南関東南関東空知
九粥

網走
十勝

九州　九弼

その他その他中国
上用　上メ【｝

その他札幌
近畿　上川
その他空知
札幌
札幌
蔭高

渡轟

空知

札幌

札幌
胆振
渡農
空知

その他近畿
無記入青森
　　　近畿
岩手　上川
近畿　　近畿

無記入近畿
秋田
渡島
釧路
胆振
九州

秋田
胆振

札幌
日高

渡禽

その他その他

O
O
O
1
0
0
2
0
0
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
0
0
0
2
0
0
0
0
0
i
O
O
O
3
0
0
0
0
1
0
0
1
1
0
C
l
O
O

○
○
○
○
○
○
ム
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
醗
○
○
○
○
○
○
○
○
○
翻
○
○
○
○
○
○
○
△
○
○
○
○
○
○

○
○
△
○
○
○
○
○
○
○
⑭
△
○
○
○
○
○
○
○
○
△
△
○
○
○
㊥
○
○
○
○
○
○
○
○
○
麟
○
○
○
○
○
○
○
⑱
○
○
○
○
○
○

○
○
○
⑱
○
○
翻
○
○
⑬
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
翻
麟
○
○
○
○
○
○
O
O
△
愈
○
○
○
⑬
○
○
○
○
企
○
○
○
噛
○
○
禽
○
○

15

P5

P5

P5

P5

P5

P4

P4

P3

P3

P3

P3

P3

P3

P2

P2

P2

P2

P2

P2

P2

P1

P1

P1

P0

P0

P0

P0

P0

P0

X
9
9
8
8
8
8
？
？
7
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6

2
3
1
1
2
4
1
1
1
7
0
8
0
1
9
7
9
0
9
0
0
9
9
0
7
7
8
8
5
8
？
6
5
6
6
4
5
5
5
5
4
5
6
4
嘆
畦
4
5
嘆
5

1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
　
　
　

1
　
　
　
　
1
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
1
　
　
　
　
　
　
　
1

幽
○
△
○
△
○
爾
○
○
△
○
○
△
○
○
○
○
○
○
⑭
○
○
○
○
㊥
○
○
○
爾
○
○
○
○
○
働
○
○
○
△
○
○
○
○
○
○
○
△
○
○
○

翻
働
○
○
○
○
○
○
○
○
画
㈱
⑭
○
《
○
○
○
○
○
○
㊥
○
○
○
○
○
○
○
㊥
○
⑭
○
○
醗
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
鯉
○
○

○
㊥
○
○
△
⑭
○
○
○
麟
○
爾
○
⑭
○
㈱
○
○
○
⑲
○
△
⑭
○
○
○
○
○
○
企
○
○
○
○
○
⑱
㈱
△
爾
○
轡
○
企
○
○
○
○
○
○
○

⑳
○
爾
○
⑲
盤
○
爾
爾
○
＆
○
○
⑱
○
△
⑱
醗
○
○
○
○
㊥
○
○
○
○
《
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
麟
△
⑱
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
⑭
麟
㊥
爾
麟
血
○
○
○
○
⑭
○
○
△
《
⑭
○
○
禽
○
⑭
㊥
⑭
○
○
《
○
○
○
△
○
○
○
○
劔
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
△
○

⑭
醗
○
⑭
○
○
○
劔
○
⑭
○
○
翻
麟
⑭
働
○
○
㊥
⑳
○
㈱
○
⑲
○
○
○
○
○
○
○
㊥
企
○
○
△
○
㈱
○
○
○
○
○
○
○
○
働
○
○
○

廠
魏
㎜
鰍
節
燭
捌
撚
塒
禦
…
観
㍑
嬢
鵬
鵬
…
…
鵬
贈
m
蝦
”
鵬
翅
恥
柵
堺
鵬
鵬
㎜
捌
撹
鵬
観
麟
掲
獄
鵬
鵬
鵬
蹴
…
瀧
…
…
鵬
鵬
餅
跳
鵬
㎜
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：生年：性：：ア：イ：ウ：エ：オ：カ：事：ク：ケ：B1：：コ：サ：シ：ス：セ：ソ：タ：チ：ツ：テ：ト

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
⑭
○
○
《
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
△
○
麟
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
△
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
翻
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
△
㈱
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
盒
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
△
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
盃
○
○
○
○
○
○
○
⑭
○
○
○
○
○
○
⑭
○
○
○
○
○
○
○
幽
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
働
○
○
心
○
○
○
○
○
○
○

蕊
○
㈱
△
翻
盒
○
⑭
爾
⑭
○
○
○
○
○
⑱
麟
盒
○
㊥
○
○
○
翻
⑳
働
○
⑭
○
○
⑱
○
○
麟
○
○
○
○
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
愈

魯
働
⑱
○
磯
⑱
⑲
㊥
⑭
劔
働
㈱
○
○
ぬ
○
⑲
㊥
○
⑭
○
血
㈱
○
麟
○
愈
○
○
○
○
○
魯
○
㊥
○
○
愈
○
○
○
○
盒
○
麟
《
⑭
○
○
○

⑭
麟
○
○
㊥
盒
⑱
《
《
翻
⑱
○
○
○
㊥
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男
女
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鋤
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㎜
脳
鷹
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蹴
㎜
㎜
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蹴
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旗
脳
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脚
㎜
㎜
脚
鍬
㎜
脚
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描
脚
撚
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脚
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母父：ナ：ユ：ヌ：ネ：ノ：ハ：B2：：点：：釘：学：具：A：：出生地：形成期：

札幌
根室
石狩

札幌
根室
石狩

空知　札幌
その他札醜
北陵

南関東南関東新潟
胆振　　胆振　　胆振

空知　空知　札幌
南関東南関東近畿
空知
札軽
上川

空知
札槻
札幌
札饒
上用

札醗
札饒
日高

宮城
空知
空知

空知
空知
網走
後志
空知
後志
宗谷
空知

札饒
中国

札醗
石狩
札幌
空知
石狩
札幌
札親

空知
札幌
札幌
空知
札幌
札幌
札幌
札幌
札幌
札幌
臼高

釧路
胆振
胆振
空知
空知
網走
札幌
空知
後志
宗谷
札幌
空知
中国

札幌
札幌
札槻
空知
札幌
札幌

R高
南関東札親
札幌
十勝
上川

札槻
札親
札醜
宮城
網走

札幌
十勝
上用
ネし幌

札醗
札醜

宮城
札幌

北陸
新潟
新潟
北海道
中部

無記入留萌
渡島
1：L幌

北陸
石狩
近畿
札幌
石狩
札幌
空知
日高

近畿
薪潟
中国

窒知
空知

E高
上川

北陸
上短
札幌
率L幌

石狩
渡轟
空知
札幌
宮城
新潟
胆振
空知
空知

その他釧路
後志
空簿
後志
宗谷
空知

渡島
空知
渡臨
留萌
空知

北海道北海道
中国

後志
上川

札幌
空知
石狩
九彊

後志
北陸
札幌
十勝

空知
札幌

中国

空知
網走
空簿
その他
石狩
札幌

後志
札幌
石狩
空知
上川
なし

無記入檜山
空知　中部
宮城　宮城
無記入札饒

南関菓南関東札観
その他その地後志
網走　網走　札幌

南関東
札幌
胆振
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○
○
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○
○
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○
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○
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○

蹴
㎜
鄭
継
獅
蹴
餅
螂
㎜
㎜
雅
㎜
膿
搬
瓢
脚
脚
鄭
膿
脚
刎
㎜
脚
泌
晒
謝
謝
謝
脚
獅
謝
蹴
獅
躍
踊
鰯
餅
㎜
糊
脚
罎
脚
脚
罎
輝
泌
脚
蹴
脚
脚
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＝生年：性：：ア：イ：ウ：エ：オ：カ：キ：ク：ケ：B1：：コ：サ：シ：ス：セ：ソ：タ：チ：ツ：テ：ト：
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猫
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鵬
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㎜
㎜
脚
鍬
漁
鵬
脳
脇
胴
謂
鵬
網
拗
謝
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㎜
謝
捌
麟
脚
㎜
㎜
㎜
鋤
蹴
鄭
脳
獅
描
謝
細
㎜
蹴
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平絹　札幌　　中部　　中国
上川　　上川　　上川　　上川

＃i部　　中部　　中部　　中部

札幌　　札幌　　札幌　　札幌

上測　上川　上川　上川
札幌　　不振　　福島　　上規

空知　　上川　　空知　　空知

上翔　　上川　　空知　　空知

留萌　　胆振　　渡島　　檜山

釧路　釧路　釧路　釧路
札幌　　札槻　　札幌　　後志

札饒　机槻　胆振　　後志
渡島　札幌　渡島　渡腰
札饒　札幌　空知　後志
中圏　　札幌　　札幌　　申国

札醗　編垣　北海道後志
札幌　　札幌　　宮城　　歯軸

士籍　札饒　上川　後志
岩手　札饒　宗谷　上川
札槻　　網走　　中国　　留萌

留萌　留繭　秋田　秋N
瀬瀬　九弼　九州　九州
中国　中国　中国　中国
その他九州　近畿　九州
糸田　　近畿　　近畿　　近畿

九州　商議　無記入無記入
札暢　　軋槻　　石狩　　後憲

札蝿　　札幌　　札幌　　札幌

網走　　網走　　網走　　網走

上川　上用　　上川　　山形

南関東南関東中部　　中部
網走　　網走　　網走　　網走

上川　上川　　青森　　後志
札幌　　札槻　　青森　　青森

札幌　　札親　　新潟　　新潟

空知　面癖　空知　　空知
上鰻　　上規　　上川　　上川

上翔　宗谷　　中国　上露
上Jll　上用　　一ヒ川　　後志

網走　　札幌　　網走　　網走

空知　　空知　　空知　　空知

上灘　　上川　　上川　　渡島
空知　　空知　　空知　　空知

札幌　富饒　上川　　上川
網走　　札槻　　渡爲　　渡農

南関東南関東南関東南関東
上Jll　上川　　札魏　　土川

型鋼　石狩　渡騒　札幌
札蝿　札幌　南関東その他
後志　　後志　　後志　　後志
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：生年：性：：ア：イ：ウ：エ：オ：カ：キ：ク：ケ：Bl：：コ：サ；シ1ス：セ：ソ：タ＝チ1ツ＝テ：ト
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南関東中国
札幌　札槻
網走　札幌
空知　空知
空知　空知
網走　札幌
札幌　札醗
上川　　上翔

札幌　札醗
札幌　札幌
軋幌　札幌
札幌　札幌
宗谷　札饒
札幌　札幌
空知　札観
札納　札観
札幌　札槻
札幌　ネ醗
札幌　札槻
空知　札醗
札幌　上規
空知　札醗
石狩　石狩
札幌　胆振
札幌　札幌
札幌　札幌
札幌　札饒
札幌　二黒
上；【［札幌

釧路　札幌
空知　札幌
釧路　札饒

札幌　札饒
空知　北陸
北陸　薪潟
空知　空知
無記入無詑入
中国　網走
胆振　檜由
上翔　　上川

後志　後志
後忠　札親
渡島　根室
札幌　網走
宗谷　宗谷
札幌　札饒
空知　空知
釧路　南関東
空知　空知
北海道北海道
札饒　札槻
北海道北海道
空知　空知
その他その他
札幌　札蜆
札幌　札幌
札幌　札盤
網走　網走
三巴　網走
空知　空知
後志　後志
十勝　釧路
上廻　　その他

網走　網走
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